
獅子舞が園
児をガブリ！

 

園児園児はおみ
くじ引いてニ

ヤリ！ 

獅子舞が園
児をガブリ！

 

園児園児はおみ
くじ引いてニ

ヤリ！ 

獅子舞が園
児をガブリ！

 

園児はおみ
くじ引いてニ

ヤリ！ 

目　次 
２㌻～３㌻� 
○「議会発議」の政策条例 
○12月定例会の主な内容 
４㌻～５㌻ 
○行政報告 
６㌻～７㌻ 
○議決結果 
○２月定例会の日程（予定） 
○傍聴のお知らせ ほか 
８㌻～16㌻ 
○一般質問 
17㌻ 
○意見書の提出 
18㌻～19㌻ 
○常任委員会審査状況 
20㌻ 
○議会トピック 
○市民の声 
○編集後記 

議
会
を
傍
聴
し
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菅
野
優
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☆建設常任委員会 
　① 鈴鹿市、西尾市 
　② 庁舎建設事業 

☆新発田駅周辺等整備調査特別委員会　 
　① 八街市、千葉市　 
　② 駅橋上化事業 

新発田市・聖籠町議員協議会 
新大教授を迎えて研修会を実施 

☆民主クラブ 
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　② 議会基本条例 
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
さ
て
、
十
二
月
議
会
は
、
ア
メ
リ
カ

発
の
一
〇
〇
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
金

融
危
機
に
よ
る
景
気
低
迷
、「
派
遣
切

り
」
と
い
う
深
刻
な
事
態
の
進
行
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
十
七
議
員
の
一
般
質
問
の
う
ち
中
小

企
業
緊
急
支
援
対
策
を
四
議
員
、
定
額

給
付
金
に
つ
い
て
二
議
員
、「
派
遣
切

り
」
労
働
者
対
策
に
つ
い
て
一
議
員
が

取
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
市
独
自
の
緊
急
対
策
に
つ
い
て
の
答

弁
は
な
く
、
今
後
事
態
の
推
移
を
見
た

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
無
保
険
問
題
に

つ
い
て
二
議
員
が
質
問
、
そ
の
後
、
短

期
証
の
交
付
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
特
記
す
べ
き
は
、
議
員
発
議

の
「
中
小
企
業
活
性
化
推
進
基
本
条
例
」

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

条
例
が
精
神
規
定
に
終
ら
せ
な
い
よ
う

見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　〈
文
責
　
編
集
委
員 

佐
藤
　
真
澄
〉 

委 員 長 本間　道治 

副委員長 高橋　幸子 

委　　員 五十嵐　孝 

　 〃 稲垣富士雄 

　 〃 　 星野　幸雄 

　 〃 斎藤　　明 

　 〃  宮島　信人 

　 〃  巌　　昭夫 

　 〃 高橋　正春 

　 〃 宮野　昭平 

　 〃  佐藤　真澄 

本 市 議 会 

行政視察状況 

(11月～1月)

① 視 察 先 
② 視察内容 
 

　新発田市・聖籠町議員協議会は、両市町の全議員で構
成され、地域の課題解決や議員の研鑽を高めるため、研
修会や意見交換を行っています。 
　去る１１月２１日聖籠町において、新潟大学法学部 田
村 秀 教授を講師に招き、研修会を実施しました。 
　田村教授から、「地方自治の諸課題と地方議会の果たす
役割」と題して、「拡大する自治体格差」「地域振興の課
題」「地方議会の果たすべき役割」など、各地の事例を
交えての講演がありました。 
　「模索を続ける自治体で“勝ち組”と“負け組”が現れ
始めている」「ないものねだりでなく地域の素材で勝負を。
Ｂ級グルメで地域おこしを」と自治体で生き残り競争や
地域活性化戦術が始まっており、変貌する地方自治体に
あって、議会の果たす役割の重要性を強調し、全国各地
で議会改革が進められてきている現状の話がありました。 
　参加した議員からも質問が相次ぎ、議会改革の必要性
と議員の責任の重大性を改めて自覚していました。 

今
年
も
よ
ろ
し
く 

　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。 

謹
賀
新
年 

〈
議
席
番
号
順
〉 

議
　
長
　
二
階
堂
　 

　
　
馨 

副
議
長
　
渋
　
木
　 

武
　
衛 

議
　
員
　
井
　
畑
　 

隆
　
二 

　
　
　
　
渡
　
邊
　 

喜
　
夫 

　
　
　
　
　
　
橋
　 

幸
　
子 

　
　
　
　
長
谷
川
　 

健
　
吉 

　
　
　
　
稲
　
垣
　 

富
士
雄 

　
　
　
　
森
　
田
　 

国
　
昭 

　
　
　
　
本
　
間
　 

道
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五
十
嵐
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佐
　
藤
　 

真
　
澄 

　
　
　
　
加
　
藤
　 

和
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宮
　
村
　 

幸
　
男 

　
　
　
　
比
　
企
　 

広
　
正 

　
　
　
　
宮
　
　
　 

善
　
男 

　
　
　
　
渋
　
谷
　 

正
　
訓 

　
　
　
　
　
　
橋
　 

正
　
春 

　
　
　
　
伊
　
藤
　 

　
　
久 

　
　
　
　
青
　
木
　 

泰
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巌
　
　
　 

昭
　
夫 

　
　
　
　
宮
　
野
　 

昭
　
平 

　
　
　
　
入
　
倉
　 

直
　
作 

　
　
　
　
渡
　
部
　 

良
　
一 

　
　
　
　
大
　
沼
　 

長
　
栄 

　
　
　
　
渋
　
谷
　 

恒
　
介 

　
　
　
　
佐
　
藤
　 

武
　
男 

　
　
　
　
斎
　
藤
　 

　
　
明 

　
　
　
　
宮
　
島
　 

信
　
人 

　
　
　
　
中
　
村
　 

　
　
功 

　
　
　
　
星
　
野
　 

幸
　
雄 

市民の声 市民の声 
　
今
回
、
新
潟
大
学
の
授
業
の
関
係
で
、
初

め
て
議
会
（
建
設
常
任
委
員
会
）
を
傍
聴
し

ま
し
た
。 

　
私
は
、
新
発
田
市
の
者
で
は
な
い
の
で
、

具
体
的
な
場
所
等
は
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
議
員
の
方
や
市
役
所

の
方
の
白
熱
し
た
話
し
合
い
を
聞
い
て
い
た

ら
、
ま
る
で
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
つ

い
て
討
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
興
奮
を
覚
え

ま
し
た
。 

　
大
学
で
建
設
に
つ
い
て
学
ん
で
い
て
思
う

の
は
、
建
築
・
土
木
は
人
々
の
生
活
を
支
え

る
本
当
に
一
番
下
の
大
事
な
基
盤
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
物
質
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
面

も
豊
か
に
出
来
る
よ
う
な
都

市
基
盤
の
整
備
を
、
今
後
も

行
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

住吉保育園で 住吉保育園で 「新年おめでとうの集い」 「新年おめでとうの集い」 
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397万円 
 
 

3971万円 
 
 
 

1384万円 
 
 
 

１億3634万円 
 
 
 

362万円 
 
 
 

3973万円 
 
 
 

3778万円 減額 

○ 

教
育
委
員
会
委
員 

　
　
　
　  

　 

（
同
意
） 

　﹇
再
任
﹈ 

　
山
田
　
真
嗣
　
氏 

　
　
　
　
　（
大
手
町
１
） 

○ 

人
権
擁
護
委
員 

　
　
　
　  

　 

（
適
任
） 

　﹇
再
任
﹈ 

　
小
林
　
廣
彦
　
氏 

　
　
　
　
　
　（
藤
塚
浜
） 

人
　
事 

【お詫び】 

前回89号３ページの７月臨時会の議案承認に関

する記事で「紫雲寺中学校建設工事二十一件」

とあるのは「紫雲寺中学校建設工事二件」、４ペ

ージに「人事　○公平委員会委員（適任）」とある

のは「人事　○人権擁護委員（適任）」の誤りでし

た。お詫びして訂正いたします。 

 

▲ 議員が条例案の提案理由を説明 

　　　条例の目的 

　この条例は、市内中小企業の育成振興を促進す
るもので、受注機会の増大により地域産業の活性
化に関する基本理念を定めています。 
　市の責務等を明確にし、中小企業が供給する物品、
役務、工事に対する需要を増進する施策を推進し、
経営の安定、地域産業の活性化、市民生活の向上
に寄与することを目的とします。 
 
　　　基本理念 

①中小企業の創意工夫と自主的努力の促進が基本 
②経営基盤の強化安定、雇用の増進、従業員の福
祉向上に寄与 
③市・関係団体・市民が理解を深め、中小企業の
受注機会の増大に努める 
④公正で自由な競争を阻害や制限してはならない 
 
　　　市の責務 

　市は、基本理念に基づき、中小企業の受注機会
の増大により地域産業の活性化のための総合的な
施策を実施する責務を有することを定めています。 

　　　中小企業の努力 

　中小企業は、経済社会情勢に即応し、創意工夫、
ノウハウや経営の改善に努め、人材育成と従業員
の福利厚生のために自主的に努力するよう求めて
います。 
 
　　　関係団体の協力 

　商工会議所や商工会等は、市がこの条例に基づ
き実施する施策への協力を求めています。 
 
　　　市民の理解と協力 

　市民は、中小企業等が地域活性化のための行事
や防災、災害等の対応で地域貢献により、地域産
業の活性化と市民生活の向上に寄与していること
に理解を深め、物品の購入や役務、工事の発注には、
市内中小企業への受注機会を増やすよう協力を求
めています。 

　新発田市議会は、初めて市議会として政策的な条例を提案し制定しました。条例の名称は、「新発
田市中小企業活性化推進基本条例」で、地元経済を支えてきた中小企業を育成、振興するために新発
田市として支援していく基本姿勢を条例化したものです。 
　長引く日本の景気低迷とアメリカの金融危機に端を発した世界同時経済危機にあって、地方は、こ
れまで以上に景気が停滞し、住民の生活不安が危惧されています。 
　新発田市の中小企業においても同様に倒産や廃業が相次ぎ、雇用の低下、失業率の増加にあり社会
不安を招いています。がんばっている企業も仕事不足から事業の維持が難しい状況です。 
　市内の事業所のほとんどが中小企業であり、これまで地域経済の発展に大きく寄与してきました。
地域に密着した中小企業の活性化は、市の発展や市民生活の向上に極めて重要です。 
　このような中で、物品等の調達や各種工事施工で、市内業者への受注機会を拡大することにより中
小企業の活性化を図り、市民生活に安心と明るさを取り戻し、暮らしの安定を期すため、全議員賛同
の下、この条例を議会発議により制定したものです。 
　今後、市は条例の精神、趣旨を遵守し、関係各位の協力を得ながら、中小企業の育成、振興にいっ
そうの努力を傾注し、新発田市経済を発展させることを期待するものです。 
 

中小企業活性化推進基本条例の主な内容 

　
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の
補
正
予

算
案
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
推
薦
の
意
見
、
食

の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
や
市
税
条
例
、
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
改
正
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
、
用
地
の
取

得
等
の
一
般
議
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
予
算 

　
　
３
８
２
億
８
７
０
０
万
円
に 

 

　
今
回
提
出
の
議
案
で
、
急
を

要
す
る
事
務
事
業
の
補
正
及
び

国
県
の
補
助
内
示
に
伴
う
補
正

な
ど
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
予
算

総
額
は
、
三
八
二
億
八
七
〇
〇

万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
街
路
事
業
用
地
の
残

地
購
入
の
た
め
の
土
地
取
得
事

業
特
別
会
計
の
予
算
補
正
や
、

平
成
十
四
、
十
五
年
に
過
大
交

付
さ
れ
た
財
政
調
整
交
付
金
の

精
算
調
整
の
た
め
の
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

を
含
め
、
六
つ
の
特
別
会
計
と

水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
案

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
用
地
取
得
予
定
地
を
現
地
調
査 

 

　
金
塚
住
宅
団
地
造
成
事
業
用

地
の
取
得
で
は
、
議
案
付
託
を

受
け
た
建
設
常
任
委
員
会
が
審

議
前
に
取
得
予
定
地
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
委
員
会
で
活
発
に
質
疑
さ
れ

た
後
、
本
会
議
に
お
い
て
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

職員研修及び能力開発事業 

※人事評価制度導入に伴う職員研修の拡充 

 
灯油購入費助成金支給事業 

※灯油高騰による要援護世帯の灯油購入費 

　一部助成 

 
児童クラブ運営事業 

※川東児童クラブの開設経費 

 
生活保護扶助費助成事業 

※医療費扶助対象者の増加に伴う追加補てん 

 
広域基幹林道新発田 

南部線開設参画事業 

※事業費増額等に伴う県への負担金 

 
西部工業団地 

維持管理・販売促進事業 

※同団地の用地購入事業所などに対する 

　助成金 

 
月岡温泉足湯施設維持管理事業 

※車いす利用者など来訪者の利便性向上の 

　ための駐車場整備費 
 

小・中学校施設整備事業 

※国の緊急総合対策に伴う学校耐震診断の 

　前倒し 
 

埋蔵文化財発掘調査事業 

※発掘調査の関係機関との調整の遅れに 

　よる減額 

 

 

地元中小企業の育成と受注機会の増大を考えた
事業展開を期待！ 
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再
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人
権
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（
適
任
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任
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小
林
　
廣
彦
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　（
藤
塚
浜
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人
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【お詫び】 

前回89号３ページの７月臨時会の議案承認に関

する記事で「紫雲寺中学校建設工事二十一件」

とあるのは「紫雲寺中学校建設工事二件」、４ペ

ージに「人事　○公平委員会委員（適任）」とある

のは「人事　○人権擁護委員（適任）」の誤りでし

た。お詫びして訂正いたします。 

 

▲ 議員が条例案の提案理由を説明 

　　　条例の目的 

　この条例は、市内中小企業の育成振興を促進す
るもので、受注機会の増大により地域産業の活性
化に関する基本理念を定めています。 
　市の責務等を明確にし、中小企業が供給する物品、
役務、工事に対する需要を増進する施策を推進し、
経営の安定、地域産業の活性化、市民生活の向上
に寄与することを目的とします。 
 
　　　基本理念 

①中小企業の創意工夫と自主的努力の促進が基本 
②経営基盤の強化安定、雇用の増進、従業員の福
祉向上に寄与 
③市・関係団体・市民が理解を深め、中小企業の
受注機会の増大に努める 
④公正で自由な競争を阻害や制限してはならない 
 
　　　市の責務 

　市は、基本理念に基づき、中小企業の受注機会
の増大により地域産業の活性化のための総合的な
施策を実施する責務を有することを定めています。 

　　　中小企業の努力 

　中小企業は、経済社会情勢に即応し、創意工夫、
ノウハウや経営の改善に努め、人材育成と従業員
の福利厚生のために自主的に努力するよう求めて
います。 
 
　　　関係団体の協力 

　商工会議所や商工会等は、市がこの条例に基づ
き実施する施策への協力を求めています。 
 
　　　市民の理解と協力 

　市民は、中小企業等が地域活性化のための行事
や防災、災害等の対応で地域貢献により、地域産
業の活性化と市民生活の向上に寄与していること
に理解を深め、物品の購入や役務、工事の発注には、
市内中小企業への受注機会を増やすよう協力を求
めています。 

　新発田市議会は、初めて市議会として政策的な条例を提案し制定しました。条例の名称は、「新発
田市中小企業活性化推進基本条例」で、地元経済を支えてきた中小企業を育成、振興するために新発
田市として支援していく基本姿勢を条例化したものです。 
　長引く日本の景気低迷とアメリカの金融危機に端を発した世界同時経済危機にあって、地方は、こ
れまで以上に景気が停滞し、住民の生活不安が危惧されています。 
　新発田市の中小企業においても同様に倒産や廃業が相次ぎ、雇用の低下、失業率の増加にあり社会
不安を招いています。がんばっている企業も仕事不足から事業の維持が難しい状況です。 
　市内の事業所のほとんどが中小企業であり、これまで地域経済の発展に大きく寄与してきました。
地域に密着した中小企業の活性化は、市の発展や市民生活の向上に極めて重要です。 
　このような中で、物品等の調達や各種工事施工で、市内業者への受注機会を拡大することにより中
小企業の活性化を図り、市民生活に安心と明るさを取り戻し、暮らしの安定を期すため、全議員賛同
の下、この条例を議会発議により制定したものです。 
　今後、市は条例の精神、趣旨を遵守し、関係各位の協力を得ながら、中小企業の育成、振興にいっ
そうの努力を傾注し、新発田市経済を発展させることを期待するものです。 
 

中小企業活性化推進基本条例の主な内容 

　
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の
補
正
予

算
案
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
推
薦
の
意
見
、
食

の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
や
市
税
条
例
、
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
改
正
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
、
用
地
の
取

得
等
の
一
般
議
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
予
算 

　
　
３
８
２
億
８
７
０
０
万
円
に 

 

　
今
回
提
出
の
議
案
で
、
急
を

要
す
る
事
務
事
業
の
補
正
及
び

国
県
の
補
助
内
示
に
伴
う
補
正

な
ど
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
予
算

総
額
は
、
三
八
二
億
八
七
〇
〇

万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
街
路
事
業
用
地
の
残

地
購
入
の
た
め
の
土
地
取
得
事

業
特
別
会
計
の
予
算
補
正
や
、

平
成
十
四
、
十
五
年
に
過
大
交

付
さ
れ
た
財
政
調
整
交
付
金
の

精
算
調
整
の
た
め
の
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

を
含
め
、
六
つ
の
特
別
会
計
と

水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
案

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
用
地
取
得
予
定
地
を
現
地
調
査 

 

　
金
塚
住
宅
団
地
造
成
事
業
用

地
の
取
得
で
は
、
議
案
付
託
を

受
け
た
建
設
常
任
委
員
会
が
審

議
前
に
取
得
予
定
地
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
委
員
会
で
活
発
に
質
疑
さ
れ

た
後
、
本
会
議
に
お
い
て
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

職員研修及び能力開発事業 

※人事評価制度導入に伴う職員研修の拡充 

 
灯油購入費助成金支給事業 

※灯油高騰による要援護世帯の灯油購入費 

　一部助成 

 
児童クラブ運営事業 

※川東児童クラブの開設経費 

 
生活保護扶助費助成事業 

※医療費扶助対象者の増加に伴う追加補てん 

 
広域基幹林道新発田 

南部線開設参画事業 

※事業費増額等に伴う県への負担金 

 
西部工業団地 

維持管理・販売促進事業 

※同団地の用地購入事業所などに対する 

　助成金 

 
月岡温泉足湯施設維持管理事業 

※車いす利用者など来訪者の利便性向上の 

　ための駐車場整備費 
 

小・中学校施設整備事業 

※国の緊急総合対策に伴う学校耐震診断の 

　前倒し 
 

埋蔵文化財発掘調査事業 

※発掘調査の関係機関との調整の遅れに 

　よる減額 

 

 

地元中小企業の育成と受注機会の増大を考えた
事業展開を期待！ 



　県立新発田病院跡地の活用について、８月の市民
検討委員会中間報告や市民意見を参考に、整備構想
案を作成した。案は、広報しばた12月１日号や市ホ
ームページに掲載し、市民意見を募集開始した。 
　整備構想は、年度内に議会、市民に示したい。 
　また、跡地の取得は、県と協議を続けている。11
月17日には、市、議会、商工会議所の代表が揃って
県知事と面談し、「平成21年度を目途に旧病院解体」
「速やかな市への売却」を要望した。 
　知事からは、「地元要望を尊重し対応する」との前
向きな回答があり、跡地取得に向けて大きく前進。 

県立新発田病院跡地の活用 

陸上自衛隊新発田駐屯地内にある資料館「白壁兵舎」 

アスベスト分析調査の結果 

豊浦地域と上中山地区見城第二区の都市計画税課税 

(株)月岡開発の解散 

(財)蕗谷虹児記念事業団の解散 

県立新発田病院跡地の活用 

陸上自衛隊新発田駐屯地内にある資料館「白壁兵舎」 

　公共施設のアスベスト対策は、現在年次的に対策
工事を進めているが、これまで国内では未使用の「ト
レモライト等」が発見され、改めて施設の分析調査
を実施。 
　調査結果では、どの施設も「トレモライト等」の
含有は認められなかったが、米子小学校の体育館用
具庫でクリソタイルが2.4パーセント、市長室で0.1パ
ーセントを超えたアスベスト使用が判明。いずれも
アスベスト濃度は、0.1f/　（ファイバーパーリットル）
以下で、大気汚染防止法の規制基準値10.0f/　（フ
ァイバーパーリットル）を下回っていた。 
　米子小学校体育館の用具庫は、より安全に配慮し
閉鎖中で、冬休み期間中に除去工事を実施する予定。
保護者には調査結果と対策工事予定をお知らせして
いる。 
　市長室は、全体計画の中で対策を講じていきたい。 
 

アスベスト分析調査の結果 

　平成15年の豊浦町との合併後、豊浦地域の都市計
画税を合併特例法に基づく経過措置により課税免除
としてきた。平成21年３月で経過措置期間が切れる
ため、地方税法の規定により、平成21年度から豊浦
地域の市街化区域内の固定資産に、都市計画税の課
税を行う。 
　また、上中山地区見城第二区は、従来から月岡温
泉区に隣接し、豊浦地域と同様の取り扱いとしてき
た経緯があり、豊浦地域の課税に合わせて同時期か
ら課税する。 
　該当する地区住民、納税義務者には、６月以降、
説明会や文書等で周知を行ってきている。 

豊浦地域と上中山地区見城第二区の都市計画税課税 

　(株)月岡開発は、月岡温泉の誘客促進を目的に、平
成４年に第３セクターとして設立。その後、平成18
年９月から指定管理事業者として業務を行ってきた。 
　カリオンホールではチャペルウエディング、月岡
温泉で披露宴を行う結婚式を提案してきた。 
　しかし、近年は新しい結婚式場の誕生や若者の意
識変化などで利用が急激に減少した。このため営業
収益が悪化し、改善は難しいことから、臨時株主総
会で平成21年３月末をもって解散することが決議さ
れた。 
　今後当面、市が直営管理し、カリオン文化館は、
これまでどおり人間国宝 天田昭次氏の作品展示施設
として、カリオンホールは、月岡温泉観光協会や月
岡温泉旅館組合と協議し有効な利用方法を検討したい。 
 

(株)月岡開発の解散 

(財)蕗谷虹児記念事業団の解散 

上
中
山
水
路
の
公
共
用
財
産 

 
　
使
用
許
可
申
請
に
係
る
訴
訟
判
決 

市
長
の
行
政
報
告 

　
上
中
山
地
内
水
路
の
公
共
用

財
産
使
用
許
可
申
請
に
係
る
訴

訟
問
題
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
十
一
月
十
四
日
に
新
潟 

　
地
方
裁
判
所
か
ら
判
決 

 

　
株
式
会
社
ナ
カ
シ
ョ
ク
か
ら

平
成
十
九
年
一
月
十
一
日
に
、

新
発
田
市
を
被
告
と
し
て
新
潟

地
方
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
て
い

た
上
中
山
地
内
に
お
け
る
「
水

路
使
用
許
可
請
求
事
件
」
に
係

る
判
決
が
十
一
月
十
四
日
に
同

裁
判
所
で
言
い
渡
さ
れ
、
判
決

内
容
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
　
判
決
は
市
に
と
っ
て 

　
厳
し
い
も
の 

 

　
判
決
は
、
①
公
共
用
財
産
使

用
許
可
申
請
の
不
許
可
処
分
を

取
り
消
す
、
②
公
共
用
財
産
使

用
許
可
申
請
を
許
可
せ
よ
、
③

訴
訟
費
用
は
市
の
負
担
と
す
る

と
い
う
主
文
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
原
告
の
株
式
会
社

ナ
カ
シ
ョ
ク
の
請
求
を
認
め
、

不
許
可
処
分
は
裁
量
権
の
範
囲

を
超
え
、
そ
の
濫
用
が
あ
り
違

法
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
被

告
で
あ
る
新
発
田
市
の
主
張
が

全
く
認
め
ら
れ
な
い
厳
し
い
も

の
で
し
た
。 

 

　
判
決
受
入
と
今
後
の
対
応 

 

　
こ
の
判
決
に
対
し
て
、
市
長
は
、

「
『
悪
臭
に
苦
し
む
上
中
山
地
区

住
民
を
守
り
、
環
境
改
善
を
図

っ
て
い
く
』
と
い
う
一
念
で
公

共
用
財
産
使
用
許
可
申
請
を
不

許
可
と
し
た
。
市
の
主
張
が
認

め
ら
れ
ず
残
念
で
あ
る
が
、
司

法
の
判
断
が
下
さ
れ
た
以
上
、

従
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
た
」

と
し
て
判
決
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
伴
い
上
中
山
地
内
水

路
の
公
共
用
財
産
使
用
許
可
に

つ
い
て
は
、
十
一
月
二
十
七
日

付
け
で
不
許
可
処
分
を
取
り
消
し
、

同
日
付
け
で
使
用
許
可
書
を
交

付
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
「
こ
れ
ま
で
も
上
中
山
地

区
の
生
活
環
境
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
か
ら
、
今
後
も
悪
臭
防
止
法
、

公
害
防
止
協
定
に
基
づ
き
粛
々

と
取
り
組
み
、
地
元
、
事
業
者
、

行
政
に
よ
る
積
極
的
な
協
議
を

行
っ
て
い
く
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

　
主
な
質
疑 

 

Ｑ
　
生
活
権
を
守
る
部
分
で
、

も
っ
と
厳
し
く
悪
臭
防
止
法

に
基
づ
い
て
で
き
な
い
か
。 

Ａ
　
あ
く
ま
で
も
地
域
住
民
の

生
活
を
守
る
の
が
市
長
の
責

任
で
あ
る
。
ま
ず
は
三
者
協

議
を
徹
底
し
、
な
お
か
つ
悪

臭
が
出
た
場
合
は
悪
臭
防
止

法
を
適
用
す
る
毅
然
と
し
た

態
度
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

 

Ｑ
　
三
者
会
談
を
踏
ま
え
て
対

処
す
べ
き
。
そ
れ
が
不
可
能

で
あ
れ
ば
、
今
日
こ
れ
だ
け

強
い
悪
臭
が
出
て
い
る
の
だ

か
ら
、
公
害
防
止
協
定
や
悪

臭
防
止
法
に
基
づ
い
た
対
応

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

Ａ
　
ま
ず
二
者
会
談
、
三
者
会

談
の
回
数
を
増
や
す
。
そ
し

て
違
反
が
あ
れ
ば
、
悪
臭
防

止
法
の
適
用
を
視
野
に
入
れ

て
三
者
協
議
を
進
め
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。
悪
臭
が
続

く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
測
定
回

数
を
増
や
し
た
り
、
測
定
器

を
適
切
な
場
所
に
追
加
設
置

し
た
り
し
た
い
。 

 

Ｑ
　
臭
気
測
定
を
行
い
三
年
以

上
経
過
す
る
が
、
一
向
に
悪

臭
が
絶
え
な
く
状
況
が
改
善

さ
れ
な
い
。
今
後
の
具
体
的

な
展
望
は
。 

Ａ
　
公
害
防
止
協
定
及
び
悪
臭

防
止
法
に
よ
り
、
立
入
調
査

も
視
野
に
置
き
、
事
業
者
に

改
善
を
申
し
入
れ
る
予
定
で

あ
る
。 

 

Ｑ
　
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
法
が

あ
る
が
、
家
畜
排
せ
つ
物
の

処
理
が
適
正
で
あ
れ
ば
悪
臭

は
出
な
い
と
思
う
が
、
確
認

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

Ａ
　
業
者
は
、
豚
の
入
替
時
に
、

豚
舎
の
排
せ
つ
物
を
ま
と
め

て
堆
肥
舎
に
搬
入
、
ま
た
は
、

外
部
に
搬
出
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
排
せ
つ
物
の

処
理
、
保
管
処
理
等
に
つ
い
て
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
指
導
を
行

っ
て
い
き
た
い
。 

 

Ｑ
　
悪
臭
防
止
法
の
違
反
が
何

回
と
な
く
あ
る
。
防
止
法
を

適
用
し
、
改
善
報
告
を
求
め

て
き
た
の
か
。
ま
た
、
業
者

は
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
と

言
っ
て
い
る
の
か
。 

Ａ
　
改
善
報
告
書
は
、
市
内
部

や
環
境
セ
ン
タ
ー
等
と
協
議
し
、

指
導
を
受
け
て
い
る
。
報
告

書
の
不
備
を
指
摘
し
、
訂
正

等
を
繰
り
返
し
求
め
て
い
る
。

今
後
は
書
面
に
よ
る
も
の
か
、

現
場
で
の
改
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映画「八甲田山」にも登場した 

白壁兵舎 

「花嫁人形」などが展示される 

蕗谷虹児記念館 

　白壁兵舎の移転について、新発田駐屯地司令から
具体的な位置や当面のスケジュールが示された。 
　移転の位置は、駐屯地内の旧営繕訓練所跡地の駐
車場の市道片田線寄りに沿って配置するというもの。
また、平成20年度中に仮の資料館建設、平成21～22
年度に白壁兵舎の解体、設計を行うというもの。 
　これにより、市民
の念願であった白壁
兵舎の移築保存が大
きく進展するものと
考えている。 
　歴史的遺産として
の価値を損なわず、
可能な限り現状で移
築できるよう自衛隊
に要望し、市として
も協力していきたい。 

　(財 )蕗谷虹児記念事業団は、昭和63年４月に設立
され、蕗谷虹児記念館の管理運営業務をお願いして
きた。 
　平成14年頃から入館者数の減少傾向が見られ、様々
な経営努力を重ねてきたが、入館者数の減少に歯止
めがかからず、現状の収支状況の中で財団法人によ
る適切な管理運営が難しい状況にある。このことか
ら財団法人の理事会及び評議員会において、平成21

年３月末をもっ
て解散すること
が決議された。 
　財団法人では、
著作権者を含め
た関係者や県と
の調整を進めて
おり、市は、そ
れらの結果を踏
まえて、今後の
管理運営を検討
したい。 
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向きな回答があり、跡地取得に向けて大きく前進。 
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陸上自衛隊新発田駐屯地内にある資料館「白壁兵舎」 
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　市長室は、全体計画の中で対策を講じていきたい。 
 

アスベスト分析調査の結果 

　平成15年の豊浦町との合併後、豊浦地域の都市計
画税を合併特例法に基づく経過措置により課税免除
としてきた。平成21年３月で経過措置期間が切れる
ため、地方税法の規定により、平成21年度から豊浦
地域の市街化区域内の固定資産に、都市計画税の課
税を行う。 
　また、上中山地区見城第二区は、従来から月岡温
泉区に隣接し、豊浦地域と同様の取り扱いとしてき
た経緯があり、豊浦地域の課税に合わせて同時期か
ら課税する。 
　該当する地区住民、納税義務者には、６月以降、
説明会や文書等で周知を行ってきている。 

豊浦地域と上中山地区見城第二区の都市計画税課税 

　(株)月岡開発は、月岡温泉の誘客促進を目的に、平
成４年に第３セクターとして設立。その後、平成18
年９月から指定管理事業者として業務を行ってきた。 
　カリオンホールではチャペルウエディング、月岡
温泉で披露宴を行う結婚式を提案してきた。 
　しかし、近年は新しい結婚式場の誕生や若者の意
識変化などで利用が急激に減少した。このため営業
収益が悪化し、改善は難しいことから、臨時株主総
会で平成21年３月末をもって解散することが決議さ
れた。 
　今後当面、市が直営管理し、カリオン文化館は、
これまでどおり人間国宝 天田昭次氏の作品展示施設
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・「本会議」「各常任委員会」「議会運営委員会」
が傍聴できます。 

・午前10時から始まります。 
・「本会議」「各常任委員会」「議会運営委員会」は、
本庁舎２階の議場または委員会室で行います。 

・傍聴希望の方は、当日本庁舎２階議会事務局ま
でお越しください。 

・団体等でおおぜいの場合は、事前に議会事務局
までご連絡ください。 

 

本会議（定例会）のようすを、エフ

エムしばたで生放送します。 

生放送は本会議開始（午前 10 時）

から終了まで全て放送します。 

緊急情報や休憩などにより中断する

ことがあります。 

市のホームページでは、市議会の
しくみや議員名簿、議会日程等を
掲載しています。 
また、本会議で議員の質問や市長
等の答弁を記録した「会議録」を
検索閲覧することができます。 
他にも、｢市議会だより｣のバック
ナンバー（83号以降）を見ること
ができます。 

会議録 (冊子 )は、市立図書館や

市生涯学習センターに設置され

ています。 

本会議を 

エフエムしばた 
（76．9ＭＨｚ） 

で生放送します 

２月定例会日程予定 ２月定例会日程予定 ２月定例会日程予定 ２月定例会日程予定 ２月定例会日程予定 

【市ホームページ】 

傍聴してみませんか 

（注）変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等で 

　　　お知らせします。 
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３月13日 

３月16日 

３月17日 

３月18日 
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告示日、議会運営委員会 

請願・陳情・意見書提出期限 

議会運営委員会 

本会議（提案理由説明・委員会付託） 

総務常任委員会 

社会文教常任委員会 

産業経済常任委員会 

建設常任委員会 

本会議（会派代表質問） 

本会議（一般質問１日目） 

本会議 

（一般議案・補正予算採決・一般質問２日目） 

一般会計予算審査特別委員会 

（３セク・企画政策部長総括説明） 

一般会計予算審査特別委員会（総務関係） 

一般会計予算審査特別委員会（社会文教関係） 

一般会計予算審査特別委員会（産業経済関係） 

一般会計予算審査特別委員会 

（建設関係・市長総括質疑） 

議会運営委員会 

本会議（最終日） 

 

　12月定例会は、12月２日から22日を会期とし、市長提出議案48件、議会提出議案５件、請願・陳
情６件は、各常任委員会で付託され審査した後（常任委員会審査状況18㌻～19㌻掲載）、本会議で下
記のとおり議決しました。（※人事の決定結果は、３㌻を参照ください） 
 

人事案件  

　　教育委員会委員の任命 

　　人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 

条例制定 

 食の循環によるまちづくり条例 

条例の一部改正 

 市税条例 

　　都市計画税条例 

　　紫雲寺町及び加治川村の編入に伴う新発田市税条 

　　例及び新発田市都市計画税条例の適用の経過措置 

　　に関する条例 

　　保健施設設置及び管理に関する条例 

　　健康プラザしうんじ設置及び管理に関する条例 

　　豊浦福祉センター設置及び管理に関する条例 

　　紫雲寺老人憩いの家設置及び管理に関する条例 

　　加治川総合福祉センター設置及び管理に関する条例 

　　高齢者生きがいセンター設置及び管理に関する条例 

　　体育施設条例 

　　公民館設置及び管理に関する条例 

　　青少年健全育成センター設置及び管理に関する条例 

　　国民健康保険条例 

２０年度補正予算 

　　 一般会計（第３号） 

　　土地取得事業特別会計（第２号） 

　　国民健康保険事業特別会計（第３号） 

　　介護保険事業特別会計（第３号） 

　　後期高齢者医療特別会計（第３号） 

　　農業集落排水事業特別会計（第２号） 

　　下水道事業特別会計（第２号） 

　　水道事業会計（第３号） 

その他 

　　新発田地域広域事務組合の共同処理する事務の 

　　変更及び規約の変更 

　　契約の変更（特定環境保全公共下水道根幹的施設 

　　の建設工事委託） 

　　公の施設に係る指定管理者の指定（住吉コミュニティ 

　　センター） 

　　　　 〃  　（佐々木コミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（御幸町ふれあいコミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（豊町ふれあいコミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（猿橋コミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（菅谷コミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（ふれあいセンター桜館） 

　　　　 〃  　（米倉農村環境改善センター） 

　　　　 〃  　（松浦農村環境改善センター） 

　　　　 〃  　（宮古木コミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（農村婦人の家） 

　　　　 〃  　（滝谷森林公園） 

　　　　 〃  　（有機の里交流センター） 

12月定例会で審査された案件 
審査した 
委員会 
※１ 

議決 
結果 
※２ 

市
長
提
出
議
案 

審査した 
委員会 
※１ 

議決 
結果 
※２ 

市
長
提
出
議
案 

議
会
提
出
議
案 

請
願
・
陳
情 

その他（続き） 

　　公の施設に係る指定管理者の指定（五十公野公園 

　　陸上競技場、同公園野球場、同公園ゲートボール場、 

　　同公園テニスコート、同公園野外体育施設サン・スポ 

　　ーツランドしばた、同公園屋内体育施設サン・ビレッジ 

　　しばた、市民プール、勤労者総合福祉センター） 

　　　  〃　　（カルチャーセンター、中央公園テニスコート） 

　　　  〃　　（高齢者レクリエーションセンター） 

　　財産の取得（金塚住宅団地造成事業用地） 

　　新発田地域広域事務組合の共同処理する事務の 

　　変更及び規約の変更に伴う財産処分 

　　市道路線の認定（家向３号線、稲荷岡原付線） 

条例制定 

　　中小企業活性化推進基本条例 

意見書 

　　介護労働者の処遇改善をはじめ介護保険制度の 

　　改善を求める意見書 

　　薬害Ｃ型肝炎・ウィルス性肝炎患者の救済に関する 

　　意見書 

　　道路整備財源の確保等に関する意見書 

　　ＷＴＯ農業交渉に関する意見書 

　　 

　　介護労働者の処遇改善をはじめ介護保険制度の 

　　改善を求める請願 

　　Ｃ型肝炎被害者の救済に関する意見書採択の請願 

　　下水道工事入札談合事件の真相究明を求める陳情書 

　　入札予定価格、最低制限価格の事前公表再開を 

　　求める陳情書 

　　紫雲の郷をめぐる怪文書問題と疑惑の真相究明を 

　　求める陳情書 

　　イー・モバイル（株）移動通信用基地局撤去に関する 

　　陳情書※３ 
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「総務」　　：総務常任委員会 

「社会文教」：社会文教常任委員会 

「産業経済」：産業経済常任委員会 

「建設」　　：建設常任委員会 

「分割付託」：常任委員会に分割して付託 

　　　　　　但し、審査した委員会がない案件は本会議で即決 

◎：全員賛成で可決、承認、採択されたもの 

○：賛成多数で可決、承認、採択されたもの 

△：賛成少数で不採択されたもの 

×：賛成なしで不採択されたもの 

９月定例会において継続審査となっていた陳情 

反対（日本共産党） 

賛成（日本共産党） 

12月定例会で審査された案件 

※　１ 

 

 

 

 

 

※　２ 

 

 

 

※　３ 

※　４ 

※　５ 



１２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  １２月定例会議決結果  

・「本会議」「各常任委員会」「議会運営委員会」
が傍聴できます。 
・午前10時から始まります。 
・「本会議」「各常任委員会」「議会運営委員会」は、
本庁舎２階の議場または委員会室で行います。 
・傍聴希望の方は、当日本庁舎２階議会事務局ま
でお越しください。 
・団体等でおおぜいの場合は、事前に議会事務局
までご連絡ください。 
 

本会議（定例会）のようすを、エフ

エムしばたで生放送します。 

生放送は本会議開始（午前 10 時）

から終了まで全て放送します。 

緊急情報や休憩などにより中断する

ことがあります。 

市のホームページでは、市議会の
しくみや議員名簿、議会日程等を
掲載しています。 
また、本会議で議員の質問や市長
等の答弁を記録した「会議録」を
検索閲覧することができます。 
他にも、｢市議会だより｣のバック
ナンバー（83号以降）を見ること
ができます。 

会議録 (冊子 )は、市立図書館や

市生涯学習センターに設置され

ています。 

本会議を 

エフエムしばた 
（76．9ＭＨｚ） 

で生放送します 

２月定例会日程予定 ２月定例会日程予定 ２月定例会日程予定 ２月定例会日程予定 ２月定例会日程予定 

【市ホームページ】 

傍聴してみませんか 

（注）変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等で 

　　　お知らせします。 

２月20日 

２月23日 

２月25日 

２月27日 

３月 2日 

３月 3日 

３月 4日 

３月 5日 

３月 9日 

３月10日 

３月11日 

 

３月12日 

 

３月13日 

３月16日 

３月17日 

３月18日 

 

３月23日 

３月25日 

 

 

告示日、議会運営委員会 

請願・陳情・意見書提出期限 

議会運営委員会 

本会議（提案理由説明・委員会付託） 

総務常任委員会 

社会文教常任委員会 

産業経済常任委員会 

建設常任委員会 

本会議（会派代表質問） 

本会議（一般質問１日目） 

本会議 

（一般議案・補正予算採決・一般質問２日目） 

一般会計予算審査特別委員会 

（３セク・企画政策部長総括説明） 

一般会計予算審査特別委員会（総務関係） 

一般会計予算審査特別委員会（社会文教関係） 

一般会計予算審査特別委員会（産業経済関係） 

一般会計予算審査特別委員会 

（建設関係・市長総括質疑） 

議会運営委員会 

本会議（最終日） 

 

　12月定例会は、12月２日から22日を会期とし、市長提出議案48件、議会提出議案５件、請願・陳
情６件は、各常任委員会で付託され審査した後（常任委員会審査状況18㌻～19㌻掲載）、本会議で下
記のとおり議決しました。（※人事の決定結果は、３㌻を参照ください） 
 

人事案件  

　　教育委員会委員の任命 

　　人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 

条例制定 

 食の循環によるまちづくり条例 

条例の一部改正 

 市税条例 

　　都市計画税条例 

　　紫雲寺町及び加治川村の編入に伴う新発田市税条 

　　例及び新発田市都市計画税条例の適用の経過措置 

　　に関する条例 

　　保健施設設置及び管理に関する条例 

　　健康プラザしうんじ設置及び管理に関する条例 

　　豊浦福祉センター設置及び管理に関する条例 

　　紫雲寺老人憩いの家設置及び管理に関する条例 

　　加治川総合福祉センター設置及び管理に関する条例 

　　高齢者生きがいセンター設置及び管理に関する条例 

　　体育施設条例 

　　公民館設置及び管理に関する条例 

　　青少年健全育成センター設置及び管理に関する条例 

　　国民健康保険条例 

２０年度補正予算 

　　 一般会計（第３号） 

　　土地取得事業特別会計（第２号） 

　　国民健康保険事業特別会計（第３号） 

　　介護保険事業特別会計（第３号） 

　　後期高齢者医療特別会計（第３号） 

　　農業集落排水事業特別会計（第２号） 

　　下水道事業特別会計（第２号） 

　　水道事業会計（第３号） 

その他 

　　新発田地域広域事務組合の共同処理する事務の 

　　変更及び規約の変更 

　　契約の変更（特定環境保全公共下水道根幹的施設 

　　の建設工事委託） 

　　公の施設に係る指定管理者の指定（住吉コミュニティ 

　　センター） 

　　　　 〃  　（佐々木コミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（御幸町ふれあいコミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（豊町ふれあいコミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（猿橋コミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（菅谷コミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（ふれあいセンター桜館） 

　　　　 〃  　（米倉農村環境改善センター） 

　　　　 〃  　（松浦農村環境改善センター） 

　　　　 〃  　（宮古木コミュニティセンター） 

　　　　 〃  　（農村婦人の家） 

　　　　 〃  　（滝谷森林公園） 

　　　　 〃  　（有機の里交流センター） 

12月定例会で審査された案件 
審査した 
委員会 
※１ 

議決 
結果 
※２ 

市
長
提
出
議
案 

審査した 
委員会 
※１ 

議決 
結果 
※２ 

市
長
提
出
議
案 

議
会
提
出
議
案 

請
願
・
陳
情 

その他（続き） 

　　公の施設に係る指定管理者の指定（五十公野公園 

　　陸上競技場、同公園野球場、同公園ゲートボール場、 

　　同公園テニスコート、同公園野外体育施設サン・スポ 

　　ーツランドしばた、同公園屋内体育施設サン・ビレッジ 

　　しばた、市民プール、勤労者総合福祉センター） 

　　　  〃　　（カルチャーセンター、中央公園テニスコート） 

　　　  〃　　（高齢者レクリエーションセンター） 

　　財産の取得（金塚住宅団地造成事業用地） 

　　新発田地域広域事務組合の共同処理する事務の 

　　変更及び規約の変更に伴う財産処分 

　　市道路線の認定（家向３号線、稲荷岡原付線） 

条例制定 

　　中小企業活性化推進基本条例 

意見書 

　　介護労働者の処遇改善をはじめ介護保険制度の 

　　改善を求める意見書 

　　薬害Ｃ型肝炎・ウィルス性肝炎患者の救済に関する 

　　意見書 

　　道路整備財源の確保等に関する意見書 

　　ＷＴＯ農業交渉に関する意見書 

　　 

　　介護労働者の処遇改善をはじめ介護保険制度の 

　　改善を求める請願 

　　Ｃ型肝炎被害者の救済に関する意見書採択の請願 

　　下水道工事入札談合事件の真相究明を求める陳情書 

　　入札予定価格、最低制限価格の事前公表再開を 

　　求める陳情書 

　　紫雲の郷をめぐる怪文書問題と疑惑の真相究明を 

　　求める陳情書 

　　イー・モバイル（株）移動通信用基地局撤去に関する 

　　陳情書※３ 
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「総務」　　：総務常任委員会 

「社会文教」：社会文教常任委員会 

「産業経済」：産業経済常任委員会 

「建設」　　：建設常任委員会 

「分割付託」：常任委員会に分割して付託 

　　　　　　但し、審査した委員会がない案件は本会議で即決 

◎：全員賛成で可決、承認、採択されたもの 

○：賛成多数で可決、承認、採択されたもの 

△：賛成少数で不採択されたもの 

×：賛成なしで不採択されたもの 

９月定例会において継続審査となっていた陳情 

反対（日本共産党） 

賛成（日本共産党） 

12月定例会で審査された案件 
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一 般 質 問一 般 質 問
    

問
い
　
①
全
国
市
長
会
で
定
額

給
付
金
に
対
し
、
「
地
方
は
丸

投
げ
で
は
困
る
」
と
か
、「
自
治

体
に
よ
っ
て
は
所
得
制
限
を
し

な
い
」
等
、
マ
ス
コ
ミ
で
さ
ま

ざ
ま
な
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、

市
長
の
考
え
は
。
②
今
後
の
定

額
給
付
金
の
進
め
方
に
お
い
て
、

条
例
の
創
設
や
給
付
に
向
け
た

事
務
体
制
の
整
備
や
時
期
、
事

務
的
経
費
は
ど
の
よ
う
に
措
置

す
る
の
か
伺
う
。 

    

答
え
　
①
総
務
省
の
基
本
的
な

考
え
は
、
「
全
世
帯
全
国
民
へ

の
年
度
内
給
付
」
「
所
得
制
限

は
基
本
的
に
設
け
な
い
」
「
申

請
給
付
事
務
は
シ
ン
プ
ル
で
実

情
に
あ
っ
た
方
法
」
と
の
こ
と
。

こ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
事
務

を
進
め
る
。
②
総
務
省
か
ら
十

二
月
中
に
考
え
方
が
示
さ
れ
る

見
込
み
。
事
務
経
費
は
、
国
か

ら
の
補
助
金
と
な
る
。
一
月
に

国
会
審
議
さ
れ
る
見
込
み
で
、

成
立
後
は
当
市
で
も
補
正
予
算

の
審
議
を
お
願
い
す
る
。 

問
い
　
マ
ス
コ
ミ
に
よ
れ
ば
、

新
潟
市
で
は
地
元
企
業
の
支
援

策
を
十
二
月
一
日
か
ら
実
施
す

る
と
あ
る
。 

　
当
市
で
も
市
内
企
業
の
倒
産
、

廃
業
が
相
次
い
で
い
る
。
当
市

と
し
て
の
独
自
の
支
援
策
を
聞

く
。 

答
え
　
企
業
の
経
営
支
援
と
な

る
制
度
資
金
の
申
込
件
数
や
保

証
料
補
給
の
件
数
は
、
前
年
同

期
比
で
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

業
況
が
悪
化
し
て
い
る
特
定
指

定
業
種
事
業
主
が
受
け
ら
れ
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の
認

定
件
数
は
、
指
定
業
種
の
拡
大

も
あ
り
、
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、
安
定
経
営
に
支
障
の
あ
る

企
業
が
多
い
こ
と
が
伺
え
る
。 

　
市
の
制
度
資
金
は
他
市
と
比

較
し
て
も
手
厚
い
保
証
料
補
給

率
を
適
用
す
る
な
ど
支
援
策
を

実
施
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
県
が
緊
急
対
策
と
し

て
創
設
し
た
「
小
口
零
細
企
業

保
証
制
度
資
金
」
の
利
用
者
に

負
担
と
な
る
信
用
保
証
料
を
補

給
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
う
。 

 

答
え
　
①
平
成
二
十
年
四
月
一

日
か
ら
市
制
度
融
資
の
信
用
保

証
料
補
給
を
拡
充
し
、
従
来
、

対
象
貸
付
金
額
一
五
〇
〇
万
円

ま
で
で
あ
っ
た
が
、
同
額
を
超

え
二
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
貸
付

金
額
に
補
給
率
二
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
項
目
を
新
設
し
、
利
用

者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。 

　
こ
れ
に
加
え
、
県
の
融
資
制

度
「
小
口
零
細
企
業
保
証
制
度

資
金
」
の
利
用
者
に
対
し
て
信

用
保
証
料
の
補
給
を
新
た
に
十

二
月
十
五
日
か
ら
実
施
す
る
。 

　
同
資
金
を
利
用
す
る
小
規
模

事
業
者
の
負
担
軽
減
と
、
選
択

肢
の
拡
大
に
よ
る
資
金
調
達
の

円
滑
化
が
期
待
さ
れ
る
。 

②
地
方
経
済
が
危
機
的
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
中
、
国
の
第
一

次
補
正
予
算
が
成
立
し
た
が
、

そ
の
効
果
が
地
方
経
済
に
ど
の

よ
う
に
波
及
す
る
の
か
は
不
透

明
な
部
分
が
多
く
あ
る
。 

　
今
年
度
は
特
に
後
期
の
工
事

計
画
や
工
事
規
模
及
び
発
注
時

期
な
ど
の
見
直
し
を
図
り
な
が

ら
施
工
を
し
て
き
た
。 

　
現
在
、
新
年
度
予
算
編
成
作

業
中
で
あ
り
、
主
に
継
続
事
業

に
つ
い
て
債
務
負
担
行
為
な
ど

に
よ
り
前
倒
し
発
注
で
き
る
も

の
は
な
い
か
。
ま
た
、
早
期
対

応
可
能
な
小
規
模
工
事
を
早
期

に
発
注
で
き
る
か
な
ど
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。 

     

問
い
　
新
発
田
市
に
は
、
藩
政

時
代
の
膨
大
な
歴
史
資
料
が
残

さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
藩
の
江

戸
上
屋
敷
文
書
が
寄
贈
さ
れ
る

な
ど
、
歴
史
的
な
資
料
が
増
え

る
一
方
で
あ
る
が
、
調
査
、
活

用
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。 

　
市
は
、
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
職
員
を
育
成
し
配
置
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
人
材
の
確
保
を
早
急
に
検

討
し
て
は
ど
う
か
。 

        

答
え
　
歴
史
資
料
は
年
々
増
加

し
て
き
て
い
る
。
藩
政
資
料
な

ど
の
古
文
書
は
、
市
民
団
体
の

協
力
を
も
ら
い
調
査
・
解
読
し
、

毎
年
成
果
を
図
書
館
で
展
示
し

て
い
る
。 

　
今
後
も
専
門
的
知
識
を
有
す

る
市
民
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、

歴
史
遺
産
の
調
査
・
公
開
を
進

め
た
い
と
考
え
る
。 

　
埋
蔵
文
化
財
や
民
族
の
分
野

は
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

職
員
を
計
画
的
な
採
用
に
よ
り

確
保
し
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
そ
の
他
の
年
代
や

分
野
別
に
専
門
的
知
識
を
有
す

る
職
員
の
採
用
は
、
現
行
の
採

用
計
画
で
は
困
難
で
あ
る
と
認

識
す
る
。 

　
歴
史
資
料
は
、
市
民
の
貴
重

な
共
有
財
産
で
あ
り
、
後
世
に

正
し
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
文
化
遺
産
で
も
あ
る
。 

　
今
後
と
も
市
内
の
専
門
家
や

多
く
の
市
民
団
体
か
ら
協
力
し

て
も
ら
い
、
当
市
の
歴
史
的
資

料
の
調
査
、
保
存
と
活
用
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

    

問
い
　
今
回
の
定
額
給
付
金
を

市
の
人
口
か
ら
計
算
す
る
と
約

十
六
億
円
が
市
民
へ
支
給
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
市
の
十
九
年
度

商
工
費
の
決
算
額
十
五
億
六
千

万
円
に
匹
敵
す
る
。 

　
市
は
事
務
作
業
が
増
え
る
と

嘆
く
の
で
は
な
く
、
生
活
支
援

対
策
と
地
域
経
済
へ
の
景
気
浮

揚
に
官
民
一
体
で
取
り
組
ん
で

欲
し
い
。 

　
そ
の
た
め
の
対
策
は
あ
る
の

か
。 

    

答
え
　
平
成
十
一
年
に
国
の
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
、
地
域
振

興
券
を
交
付
し
た
。
ま
た
、
十

三
年
に
は
商
工
会
議
所
が
主
体

と
な
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
発
行
し
た
。
経
済
活
性
化
や

消
費
喚
起
に
効
果
が
あ
っ
た
。 

　
今
回
の
定
額
給
付
金
は
、
こ

れ
ま
で
と
違
い
「
生
活
対
策
」

が
目
的
で
あ
り
、
地
域
限
定
は

困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
機
会
に

市
内
の
消
費
活
動
に
繋
が
る
商

店
街
等
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
活
動
を
期
待
し
て
い
る
。 

 

その他の質問事項：「防犯灯について」「七葉地区保育園 
建設における周辺整備について」 

問
い
　
百
年
に
一
度
あ
る
か
な

い
か
と
言
わ
れ
る
世
界
同
時
大

不
況
が
日
本
に
も
現
実
な
問
題

と
し
て
不
景
気
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
。
全
業
種
に
現
れ
当
市
に

お
い
て
も
同
様
な
状
況
で
あ
る
。

政
府
も
対
応
を
考
え
て
い
る
が
、

不
況
対
策
が
で
き
な
い
ま
ま
不

景
気
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

市
も
不
況
対
策
を
早
急
に
講
ず

べ
き
で
あ
る
。 

　
そ
こ
で
、
①
制
度
融
資
の
枠

の
拡
大
策
や
信
用
保
証
料
の
補

て
ん
や
金
利
負
担
ま
た
借
換
融

資
な
ど
独
自
の
融
資
な
ど
考
え

ら
れ
な
い
も
の
か
。
②
公
共
工

事
の
前
倒
し
発
注
は
で
き
な
い

か
。 

　
建
設
業
者
は
仕
事
が
な
く
十

二
月
の
資
金
繰
り
に
も
困
っ
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
行
政
が
対

応
す
る
こ
と
に
よ
り
実
施
可
能

と
考
え
る
が
い
か
が
。 

問
い
　
市
の
基
幹
産
業
は
農
業

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
食
品

加
工
業
も
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

餅
、
米
菓
、
味
噌
、
豆
腐
、
漬

物
加
工
業
や
大
き
な
酒
造
会
社

が
四
社
も
あ
る
。 

　
農
商
工
連
携
に
よ
る
技
術
開

発
と
販
売
戦
略
、
そ
し
て
地
元

産
の
農
産
物
の
使
用
状
況
と
地

産
地
消
の
積
極
的
な
推
進
に
よ

る
経
済
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。 

 

答
え
　
市
内
農
産
物
の
加
工
利

用
状
況
は
少
量
で
あ
り
、
今
後
、 

品
目
数
や
取
扱
量
の
拡
大
を
期

待
す
る
。
酒
米
利
用
は
、
県
内

産
米
、
市
内
産
米
の
利
用
が
積

極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
昨
年
度
か
ら
ア
ス
パ
ラ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
軸

と
し
た
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
消
費

拡
大
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
農

商
工
連
携
で
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を

利
用
し
た
ア
ス

パ
ラ
麺
等
の
商

品
化
に
向
け
関
係
団
体
と
協
議

す
る
。 

　
生
産
か
ら
製
造
、
販
売
と
い

う
食
の
循
環
の
連
鎖
に
よ
る
経

済
効
果
は
大
き
い
と
考
え
る
。 

新発田藩など歴史資料の調査、活用のため 
専門職員の配置を 

中小零細企業事業者の不況対策や支援 
策は行政としてどのような施策を考え 
ているのか 

定額給付金における市の対応について 

市内企業の緊急対策について 

「定額給付金」の支給に伴う市役所の業務 
対応と地域経済の活性化対策について 
農商工連携と農水産物の「地産地消」の 
推進について 

一 般 質 問

中村　　功 渡辺　喜夫 稲垣　富士雄 井畑　隆二 

Ｑ
　
国
の
定
額
給
付
金
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か 

Ａ  

今
後
、国
か
ら
示
さ
れ
る
方
針
に
沿
っ
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
速
や
か
に
実
施
す
る 

Ａ
　
県
の
制
度
資
金
を
借
り
入
れ
や
す
く
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
の
早
期
発
注
も
検
討
中 

Ｑ
　
官
民
一
体
で
景
気
浮
揚
の
た
め
に
定
額
給
付
金
を 

Ａ  

市
内
消
費
に
繋
が
る
商
店
街
等
の
活
動
に
期
待 

Ｑ
　
市
も
不
況
対
策
を
早
急
に
講
ず
べ
き 

Ｑ
　
専
門
職
員
を
育
成
し 

歴
史
的
資
料
の 

調
査
と
活
用
を 

Ａ
　
専
門
家
や
市
民
団
体 

の
協
力
で
調
査
・
活 

用
を
進
め
る 

Ｑ
　
農
商
工
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
と
販
売
戦
略
を 

Ａ  

農
商
工
連
携
で
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
麺
等
の
商
品
化
を
目
指
す 

Ｑ
　
独
自
に
地
元
企
業
へ
の
支
援
を
！ 

Ａ  

制
度
資
金
を
活
用
し
や
す
い
よ
う
に
支
援
す
る 

新発田藩資料展示（坪川記念館にて） 



 
一 般 質 問一 般 質 問

    

問
い
　
①
全
国
市
長
会
で
定
額

給
付
金
に
対
し
、
「
地
方
は
丸

投
げ
で
は
困
る
」
と
か
、「
自
治

体
に
よ
っ
て
は
所
得
制
限
を
し

な
い
」
等
、
マ
ス
コ
ミ
で
さ
ま

ざ
ま
な
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、

市
長
の
考
え
は
。
②
今
後
の
定

額
給
付
金
の
進
め
方
に
お
い
て
、

条
例
の
創
設
や
給
付
に
向
け
た

事
務
体
制
の
整
備
や
時
期
、
事

務
的
経
費
は
ど
の
よ
う
に
措
置

す
る
の
か
伺
う
。 

    

答
え
　
①
総
務
省
の
基
本
的
な

考
え
は
、
「
全
世
帯
全
国
民
へ

の
年
度
内
給
付
」
「
所
得
制
限

は
基
本
的
に
設
け
な
い
」
「
申

請
給
付
事
務
は
シ
ン
プ
ル
で
実

情
に
あ
っ
た
方
法
」
と
の
こ
と
。

こ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
事
務

を
進
め
る
。
②
総
務
省
か
ら
十

二
月
中
に
考
え
方
が
示
さ
れ
る

見
込
み
。
事
務
経
費
は
、
国
か

ら
の
補
助
金
と
な
る
。
一
月
に

国
会
審
議
さ
れ
る
見
込
み
で
、

成
立
後
は
当
市
で
も
補
正
予
算

の
審
議
を
お
願
い
す
る
。 

問
い
　
マ
ス
コ
ミ
に
よ
れ
ば
、

新
潟
市
で
は
地
元
企
業
の
支
援

策
を
十
二
月
一
日
か
ら
実
施
す

る
と
あ
る
。 

　
当
市
で
も
市
内
企
業
の
倒
産
、

廃
業
が
相
次
い
で
い
る
。
当
市

と
し
て
の
独
自
の
支
援
策
を
聞

く
。 

答
え
　
企
業
の
経
営
支
援
と
な

る
制
度
資
金
の
申
込
件
数
や
保

証
料
補
給
の
件
数
は
、
前
年
同

期
比
で
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

業
況
が
悪
化
し
て
い
る
特
定
指

定
業
種
事
業
主
が
受
け
ら
れ
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の
認

定
件
数
は
、
指
定
業
種
の
拡
大

も
あ
り
、
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、
安
定
経
営
に
支
障
の
あ
る

企
業
が
多
い
こ
と
が
伺
え
る
。 

　
市
の
制
度
資
金
は
他
市
と
比

較
し
て
も
手
厚
い
保
証
料
補
給

率
を
適
用
す
る
な
ど
支
援
策
を

実
施
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
県
が
緊
急
対
策
と
し

て
創
設
し
た
「
小
口
零
細
企
業

保
証
制
度
資
金
」
の
利
用
者
に

負
担
と
な
る
信
用
保
証
料
を
補

給
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
う
。 

 

答
え
　
①
平
成
二
十
年
四
月
一

日
か
ら
市
制
度
融
資
の
信
用
保

証
料
補
給
を
拡
充
し
、
従
来
、

対
象
貸
付
金
額
一
五
〇
〇
万
円

ま
で
で
あ
っ
た
が
、
同
額
を
超

え
二
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
貸
付

金
額
に
補
給
率
二
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
項
目
を
新
設
し
、
利
用

者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。 

　
こ
れ
に
加
え
、
県
の
融
資
制

度
「
小
口
零
細
企
業
保
証
制
度

資
金
」
の
利
用
者
に
対
し
て
信

用
保
証
料
の
補
給
を
新
た
に
十

二
月
十
五
日
か
ら
実
施
す
る
。 

　
同
資
金
を
利
用
す
る
小
規
模

事
業
者
の
負
担
軽
減
と
、
選
択

肢
の
拡
大
に
よ
る
資
金
調
達
の

円
滑
化
が
期
待
さ
れ
る
。 

②
地
方
経
済
が
危
機
的
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
中
、
国
の
第
一

次
補
正
予
算
が
成
立
し
た
が
、

そ
の
効
果
が
地
方
経
済
に
ど
の

よ
う
に
波
及
す
る
の
か
は
不
透

明
な
部
分
が
多
く
あ
る
。 

　
今
年
度
は
特
に
後
期
の
工
事

計
画
や
工
事
規
模
及
び
発
注
時

期
な
ど
の
見
直
し
を
図
り
な
が

ら
施
工
を
し
て
き
た
。 

　
現
在
、
新
年
度
予
算
編
成
作

業
中
で
あ
り
、
主
に
継
続
事
業

に
つ
い
て
債
務
負
担
行
為
な
ど

に
よ
り
前
倒
し
発
注
で
き
る
も

の
は
な
い
か
。
ま
た
、
早
期
対

応
可
能
な
小
規
模
工
事
を
早
期

に
発
注
で
き
る
か
な
ど
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。 

     

問
い
　
新
発
田
市
に
は
、
藩
政

時
代
の
膨
大
な
歴
史
資
料
が
残

さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
藩
の
江

戸
上
屋
敷
文
書
が
寄
贈
さ
れ
る

な
ど
、
歴
史
的
な
資
料
が
増
え

る
一
方
で
あ
る
が
、
調
査
、
活

用
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。 

　
市
は
、
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
職
員
を
育
成
し
配
置
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
人
材
の
確
保
を
早
急
に
検

討
し
て
は
ど
う
か
。 

        

答
え
　
歴
史
資
料
は
年
々
増
加

し
て
き
て
い
る
。
藩
政
資
料
な

ど
の
古
文
書
は
、
市
民
団
体
の

協
力
を
も
ら
い
調
査
・
解
読
し
、

毎
年
成
果
を
図
書
館
で
展
示
し

て
い
る
。 

　
今
後
も
専
門
的
知
識
を
有
す

る
市
民
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、

歴
史
遺
産
の
調
査
・
公
開
を
進

め
た
い
と
考
え
る
。 

　
埋
蔵
文
化
財
や
民
族
の
分
野

は
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

職
員
を
計
画
的
な
採
用
に
よ
り

確
保
し
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
そ
の
他
の
年
代
や

分
野
別
に
専
門
的
知
識
を
有
す

る
職
員
の
採
用
は
、
現
行
の
採

用
計
画
で
は
困
難
で
あ
る
と
認

識
す
る
。 

　
歴
史
資
料
は
、
市
民
の
貴
重

な
共
有
財
産
で
あ
り
、
後
世
に

正
し
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
文
化
遺
産
で
も
あ
る
。 

　
今
後
と
も
市
内
の
専
門
家
や

多
く
の
市
民
団
体
か
ら
協
力
し

て
も
ら
い
、
当
市
の
歴
史
的
資

料
の
調
査
、
保
存
と
活
用
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

    

問
い
　
今
回
の
定
額
給
付
金
を

市
の
人
口
か
ら
計
算
す
る
と
約

十
六
億
円
が
市
民
へ
支
給
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
市
の
十
九
年
度

商
工
費
の
決
算
額
十
五
億
六
千

万
円
に
匹
敵
す
る
。 

　
市
は
事
務
作
業
が
増
え
る
と

嘆
く
の
で
は
な
く
、
生
活
支
援

対
策
と
地
域
経
済
へ
の
景
気
浮

揚
に
官
民
一
体
で
取
り
組
ん
で

欲
し
い
。 

　
そ
の
た
め
の
対
策
は
あ
る
の

か
。 

    

答
え
　
平
成
十
一
年
に
国
の
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
、
地
域
振

興
券
を
交
付
し
た
。
ま
た
、
十

三
年
に
は
商
工
会
議
所
が
主
体

と
な
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
発
行
し
た
。
経
済
活
性
化
や

消
費
喚
起
に
効
果
が
あ
っ
た
。 

　
今
回
の
定
額
給
付
金
は
、
こ

れ
ま
で
と
違
い
「
生
活
対
策
」

が
目
的
で
あ
り
、
地
域
限
定
は

困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
機
会
に

市
内
の
消
費
活
動
に
繋
が
る
商

店
街
等
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
活
動
を
期
待
し
て
い
る
。 

 

その他の質問事項：「防犯灯について」「七葉地区保育園 
建設における周辺整備について」 

問
い
　
百
年
に
一
度
あ
る
か
な

い
か
と
言
わ
れ
る
世
界
同
時
大

不
況
が
日
本
に
も
現
実
な
問
題

と
し
て
不
景
気
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
。
全
業
種
に
現
れ
当
市
に

お
い
て
も
同
様
な
状
況
で
あ
る
。

政
府
も
対
応
を
考
え
て
い
る
が
、

不
況
対
策
が
で
き
な
い
ま
ま
不

景
気
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

市
も
不
況
対
策
を
早
急
に
講
ず

べ
き
で
あ
る
。 

　
そ
こ
で
、
①
制
度
融
資
の
枠

の
拡
大
策
や
信
用
保
証
料
の
補

て
ん
や
金
利
負
担
ま
た
借
換
融

資
な
ど
独
自
の
融
資
な
ど
考
え

ら
れ
な
い
も
の
か
。
②
公
共
工

事
の
前
倒
し
発
注
は
で
き
な
い

か
。 

　
建
設
業
者
は
仕
事
が
な
く
十

二
月
の
資
金
繰
り
に
も
困
っ
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
行
政
が
対

応
す
る
こ
と
に
よ
り
実
施
可
能

と
考
え
る
が
い
か
が
。 

問
い
　
市
の
基
幹
産
業
は
農
業

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
食
品

加
工
業
も
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

餅
、
米
菓
、
味
噌
、
豆
腐
、
漬

物
加
工
業
や
大
き
な
酒
造
会
社

が
四
社
も
あ
る
。 

　
農
商
工
連
携
に
よ
る
技
術
開

発
と
販
売
戦
略
、
そ
し
て
地
元

産
の
農
産
物
の
使
用
状
況
と
地

産
地
消
の
積
極
的
な
推
進
に
よ

る
経
済
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。 

 

答
え
　
市
内
農
産
物
の
加
工
利

用
状
況
は
少
量
で
あ
り
、
今
後
、 

品
目
数
や
取
扱
量
の
拡
大
を
期

待
す
る
。
酒
米
利
用
は
、
県
内

産
米
、
市
内
産
米
の
利
用
が
積

極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
昨
年
度
か
ら
ア
ス
パ
ラ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
軸

と
し
た
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
消
費

拡
大
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
農

商
工
連
携
で
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を

利
用
し
た
ア
ス

パ
ラ
麺
等
の
商

品
化
に
向
け
関
係
団
体
と
協
議

す
る
。 

　
生
産
か
ら
製
造
、
販
売
と
い

う
食
の
循
環
の
連
鎖
に
よ
る
経

済
効
果
は
大
き
い
と
考
え
る
。 

新発田藩など歴史資料の調査、活用のため 
専門職員の配置を 

中小零細企業事業者の不況対策や支援 
策は行政としてどのような施策を考え 
ているのか 

定額給付金における市の対応について 

市内企業の緊急対策について 

「定額給付金」の支給に伴う市役所の業務 
対応と地域経済の活性化対策について 
農商工連携と農水産物の「地産地消」の 
推進について 

一 般 質 問

中村　　功 渡辺　喜夫 稲垣　富士雄 井畑　隆二 

Ｑ
　
国
の
定
額
給
付
金
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か 

Ａ  

今
後
、国
か
ら
示
さ
れ
る
方
針
に
沿
っ
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
速
や
か
に
実
施
す
る 

Ａ
　
県
の
制
度
資
金
を
借
り
入
れ
や
す
く
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
の
早
期
発
注
も
検
討
中 

Ｑ
　
官
民
一
体
で
景
気
浮
揚
の
た
め
に
定
額
給
付
金
を 

Ａ  

市
内
消
費
に
繋
が
る
商
店
街
等
の
活
動
に
期
待 

Ｑ
　
市
も
不
況
対
策
を
早
急
に
講
ず
べ
き 

Ｑ
　
専
門
職
員
を
育
成
し 

歴
史
的
資
料
の 

調
査
と
活
用
を 

Ａ
　
専
門
家
や
市
民
団
体 

の
協
力
で
調
査
・
活 

用
を
進
め
る 

Ｑ
　
農
商
工
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
と
販
売
戦
略
を 

Ａ  

農
商
工
連
携
で
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
麺
等
の
商
品
化
を
目
指
す 

Ｑ
　
独
自
に
地
元
企
業
へ
の
支
援
を
！ 

Ａ  

制
度
資
金
を
活
用
し
や
す
い
よ
う
に
支
援
す
る 

新発田藩資料展示（坪川記念館にて） 



 

一 般 質 問

大峰山の桜 

新発田温泉「あやめの湯」 

一 般 質 問
 

 

 

問
い
　
本
市
の
青
少
年
育
成
市

民
会
議
は
国
レ
ベ
ル
で
注
目
さ

れ
て
い
た
。 

　
全
市
民
か
ら
の
浄
財
と
市
補

助
金
を
資
金
に
、
少
年
国
体
、

地
域
育
成
協
議
会
で
の
活
躍
が

あ
る
。 

　
合
併
後
の
旧
町
村
に
副
会
長

を
立
て
、
地
域
ご
と
の
活
力
を

出
せ
る
方
策
を
早
急
に
立
て
る

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

 

答
え
　
平
成
十
六
年
度
に
市
町

村
合
併
を
見
据
え
て
副
会
長
の

定
数
を
三
人
以
内
と
規
約
改
正

さ
れ
、
十
八
年
度
に
現
行
の
二

人
以
内
と
な
っ
た
。
施
行
体
制

の
充
実
の
た
め
、
各
地
域
か
ら

の
選
出
常
任
理
事
を
四
人
か
ら

十
一
人
以
内
に
増
員
さ
れ
た
。 

　
今
後
の
役
員
体
制
は
、
時
々

の
状
況
を
踏
ま
え
て
適
正
に
見

直
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。 

問
い
　
公
の
施
設
を
第
３
セ
ク

タ
ー
等
が
管
理
運
営
す
る
「
指

定
管
理
」
が
期
間
満
了
と
な
る
。

二
巡
目
の
前
に
、
実
施
経
過
を

踏
ま
え
た
事
業
総
括
を
聞
く
。 

①
市
直
営
に
戻
す
施
設
が
あ
る

が
、
そ
の
理
由
と
職
員
へ
の
対

応
は
。
②
指
定
管
理
者
制
度
に

関
し
て
、
非
公
募
指
定
、
指
定

期
間
の
延
長
、
議
会
へ
の
事
業

評
価
提
示
等
の
指
針
を
改
定
し

て
は
ど
う
か
。 

答
え
　
制
度
上
の
効
果
は
充
分

あ
り
、
問
題
の
発
生
も
な
い
。 

①
あ
や
め
の
湯
は
、
利
用
率
向

上
に
反
す
る
赤
字
の
分
析
の
た

め
、
カ
リ
オ
ン
文
化
館
・
ホ
ー

ル
と
蕗
谷
虹
児
記
念
館
は
、
管

理
団
体
の
解
散
・
応
募
者
が
無

か
っ
た
た
め
に
直
営
と
す
る
。

職
員
の
雇
用
は
指
定
管
理
者
と

協
議
す
る
。
②
指
針
は
、
見
直

す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
す
。
公

募
の
例
外
や
期
間
延
長
は
、
必

要
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
専
門

家
を
要
し
て
評
価
の
検
証
を
し

て
み
た
い
。 

問
い
　
水
道
事
業
は
、
公
営
企

業
と
し
て
、
関
係
法
令
に
よ
り
、

市
民
の
安
全
安
心
の
水
を
供
給

し
て
き
た
。
公
営
企
業
と
し
て

の
重
要
性
を
一
層
拡
充
す
る
よ

う
求
め
る
。
①
水
道
事
業
の
基

本
理
念
と
労
使
協
約
を
ど
う
考

え
る
か
。
②
関
係
法
令
や
地
域

性
、
技
術
継
続
、
危
機
管
理
等

か
ら
事
業
委
託
は
問
題
あ
り
と

思
う
が
い
か
が
か
。 

答
え
　
①
水
道
法
の
「
清
浄
に

し
て
豊
富
低
廉
な
水
の
供
給
」

を
達
成
す
る
た
め
、
安
全
で
お

い
し
い
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
を
基
本
理
念
と
す
る
。

労
使
協
調
の
重
要
性
は
認
識
す

る
が
、
料
金
減
少
の
見
込
み
の

中
、
可
能
な
業
務
委
託
は
必
要

と
考
え
る
。
②
「
民
で
で
き
る

こ
と
は
民
で
」
が
持
論
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
事
な
も
の
は
職
員

が
き
ち
ん
と
守
る
こ
と
も
大
切
。

指
摘
の
部
分
は
、
収
益
を
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
根
本
的
問
題

を
含
め
、
改
め
て
精
査
し
た
い
。 

問
い
　
中
国
の
歴
史
書
「
十
八

史
略
」、
周
文
王
の
徳
治
政
治
、

こ
の
理
想
郷
、
理
想
社
会
を
目

指
し
た
の
が
か
つ
て
の
新
発
田

藩
。
そ
の
実
現
に
向
け
学
ん
だ

学
問
書
（
漢
籍
）
の
三
二
五
二

点
が
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
漢
籍
は
、
長
い
歴

史
の
中
で
先
哲
、
先
賢
が
経
世

済
民
の
学
と
し
て
書
き
残
し
た

も
の
。
新
発
田
藩
は
、
人
々
を

健
安
、
安
逸
な
ら
し
む
た
め
、

学
問
振
興
の
努
力
を
惜
し
ま
な

か
っ
た
。 

　
今
、
進
行
し
て
い
る
混
迷
し

た
社
会
状
況
の
打
開
に
、
こ
の

漢
籍
が
役
に
立
つ
よ
う
な
気
が

す
る
。 

　
そ
こ
で
、
先
人
が
学
ん
だ
藩

学
の
再
認
識
の
意
味
で
市
民
へ

更
な
る
開
示
を
し
て
は
ど
う
か
。

方
法
と
し
て
、
漢
籍
の
電
子
デ

ー
タ
化
（
保
存
）
、
漢
籍
の
現

代
訳
文
「
文
庫
」
の
取
り
揃
え
、

藩
学
コ
ー
ナ
ー
設
置
等
を
図
れ

な
い
か
。 

答
え
　
図
書
館
所
蔵
の
藩
政
・

藩
学
資
料
は
、
「
所
蔵
目
録
」

が
昭
和
三
十
四
年
、
四
十
九
年

に
刊
行
さ
れ
、
市
内
外
の
利
用

者
か
ら
申
請
を
受
け
、
書
庫
か

ら
取
り
出
し
て
閲
覧
で
き
る
。 

　
そ
の
後
、
東
京
大
学
の
調
査

で
「
新
発
田
市
立
図
書
館
漢
籍

分
類
目
録
」
が
作
成
さ
れ
、
現

在
は
、
京
都
大
学
で
そ
の
目
録

か
ら
漢
籍
を
デ
ー
タ
化
し
、「
全

国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
掲
載

に
向
け
作
業
を
進
め
て
い
る
。 

　
読
み
下
し
書
の
デ
ー
タ
化
は

今
後
、
検
討
し
た
い
。
漢
籍
の

現
代
語
訳
等
は
、
所
蔵
の
漢
学

資
料
を
解
読
す
る
た
め
に
も
揃

え
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

　
市
図
書
館
の
特
色
で
あ
る
藩

学
資
料
の
解
読
に
必
要
な
漢
文

注
釈
書
を
揃
え
、
閲
覧
、
展
示

や
学
習
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。 

　
ま
た
、
新
発
田
藩
学
の
漢
籍

を
、
次
代
を
担
う
小
学
生
に
伝

え
る
た
め
、
こ
ど
も
道
学
堂
事

業
等
や
日
本
語
教
育
で
取
り
組

み
た
い
。 

問
い
　
農
作
物
生
産
の
根
源
で

あ
る
加
治
川
水
系
に
お
け
る
用

水
に
お
い
て
、
天
候
が
不
十
分

で
不
安
定
な
環
境
の
中
、
現
在
、

農
家
が
輪
番
制
で
対
応
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。 

　
将
来
的
に
水
不
足
問
題
が
重

視
さ
れ
、
国
の
責
務
と
し
て
早

急
な
対
応
が
必
要
か
と
思
わ
れ

る
が
、
国
、
県
の
対
応
等
に
市

長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。 

　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
に
つ
い
て
、
現
在
、
畜
産
農

家
か
ら
の
搬
入
材
料
が
当
初
の

計
画
に
満
た
な
い
と
い
う
現
状

で
あ
る
。 

　
原
料
の
確
保
が
望
ま
れ
る
中
、

食
品
加
工
各
種
、
食
品
団
地
等

の
排
出
原
料
も
含
め
、
安
全
性

が
認
め
ら
れ
る
原
料
に
つ
い
て

は
、
畜
ふ
ん
と
同
様
の
搬
入
材

料
扱
い
と
し
、
堆
肥
生
産
拡
大

に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。 

答
え
　
平
成
十
九
年
度
か
ら
二

十
一
年
度
ま
で
、
国
営
事
業
と

し
て
の
技
術
的
、
経
済
的
妥
当

性
を
検
討
し
事
業
計
画
原
案
を

作
成
す
る
国
直
轄
の
地
区
調
査

が
着
手
さ
れ
て
い
る
。 

　
調
査
結
果
を
受
け
て
事
業
の

調
整
が
図
ら
れ
る
が
、
厳
し
い

農
業
や
経
済
の
情
勢
を
見
極
め

て
の
判
断
に
な
る
。 

　
市
は
、
農
業
用
水
の
確
保
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
事
業
化

に
向
け
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。 

　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
で
は
、

畜
ふ
ん
の
み
の
「
特
殊
肥
料
」

と
は
別
に
、
食
品
加
工
業
等
か

ら
の
調
理
く
ず
や
学
校
給
食
の

残
さ
等
を
原
料
に
「
生
ご
み
特

殊
肥
料
」
を
製
造
し
て
い
る
。 

　
生
ご
み
特
殊
肥
料
は
、
量
的

に
多
く
製
造
で
き
な
い
た
め
、

農
地
還
元
量
も
限
ら
れ
、
農
家

へ
の
周
知
も
進
ん
で
い
な
い
。 

　
食
品
関
連
産
業
が
比
較
的
多

い
当
市
に
は
、
調
理
く
ず
な
ど

は
肥
料
製
造
原
料
と
し
て
有
望

で
あ
り
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。 

　
今
後
、
調
理
く
ず
や
給
食
残

さ
な
ど
の
搬
入
量
を
増
や
し
、

利
用
促
進
と
製
造
増
加
の
た
め

の
ラ
イ
ン
変
更
な
ど
、
生
産
拡

大
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。 

問
い
　
西
行
法
師
は
「
願
わ
く

は
、
花
の
下
に
て
春
死
な
ん
、

そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
、
望
月
の
こ

ろ
」
と
歌
い
残
し
た
。
桜
は
日

本
を
代
表
す
る
花
で
あ
る
。 

　
大
峰
山
は
、
昭
和
九
年
国
指

定
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
。
桜
公
園
は
約
三
百
本
、
百

九
種
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。 

　
合
併
で
管
理
運
営
は
ど
う
な

る
か
。
地
域
の
で
き
る
こ
と
は

何
か
。
市
の
や
る
こ
と
は
何
か
。

い
い
方
法
は
。 

答
え
　
桜
公
園
は
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
に
伴
い
、

管
理
辞
退
の
申
し
出
が
あ
り
、

今
年
度
は
専
門
業
者
に
委
託
し
、

適
正
管
理
し
て
い
る
。 

　
公
園
管
理
は
、
共
創
の
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
そ
の
地

域
を
よ
く
知
る
地
元
住
民
に
管

理
を
お
願
い
し
、
難
し
い
場
合

は
、
専
門
業
者
へ
の
委
託
や
市

の
直
営
管
理
を
行
う
。 

　
地
域
力
を
活
か
し
た
管
理
が

大
事
で
あ
り
、
地
元
に
大
い
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。 

旧加治川村の桜公園の管理運営について 
２順目の指定管理者制度の総括と方針 
見直しについて 
公営水道事業の基本理念を求め安全・ 
安心な水道事業の推進をについて 

市青少年育成市民会議について 

政治、経済に必須の学問新発田藩学 
資料の保存と開示について 

「食料供給都市」について 

一 般 質 問

渋谷　正訓 大沼　長栄 入倉　直作 森田　国昭 

Ｑ
　
二
巡
目
の
指
定
管
理
を
前
に
指
針
を
改
定
し
て
は 

Ａ  

時
代
の
流
れ
に
即
し
、 

　
　
　
　
　
見
直
す
べ
き
は
見
直
し
た
い 

Ｑ 

公
営
企
業
と
し
て
水
道
事
業
の
重
要
性
を
拡
充
せ
よ 

Ａ  

重
要
性
は
認
識
す
る
が 

　
　
　
　
　
　
　
可
能
な
業
務
委
託
は
必
要 

Ｑ 

新
発
田
藩
の
学
問
書
「
漢
籍
」
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
保
存
や
藩
学
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を 

Ｑ
　
加
治
川
水
系
の
用
水
対
策
は
国
の
責
任
！ 

　
　
堆
肥
生
産
に
食
品
加
工
排
出
原
料
も
利
用
せ
よ
！ 

Ｑ
　
大
峰
山
の
桜
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の
か 

Ａ
　
地
域
力
を
活
か
し
た
管
理
が
大
事
と
考
え
る 

Ｑ
　
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
旧
町
村
ご
と
に 

　
　
　
　
　
　
地
域
活
力
を
出
せ
る
よ
う
な
方
策
を 

Ａ
　
充
分
な
議
論
の
中
で
役
員
体
制
が
見
直
さ
れ 

　
　
　
各
地
域
・
団
体
が
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る 

Ａ
　
京
都
大
学
で
目
録
の
デ
ー
タ
化
を
進
め
て
お
り
、 

　
　
　 

展
示
・
学
習
の
専
門
コ
ー
ナ
ー
も
検
討
し
た
い 

Ａ
　
国
に
用
水
対
策
の
事
業
化
を
要
望
し
て
い
く 

　
　
食
品
残
さ
等
の
有
望
な
資
源
を
生
産
拡
大
す
る 

大峰山の桜 

図書館に所蔵されている「漢籍」 

新発田温泉「あやめの湯」 

・
・ 



 
一 般 質 問

大峰山の桜 

新発田温泉「あやめの湯」 

一 般 質 問

 

 

 

問
い
　
本
市
の
青
少
年
育
成
市

民
会
議
は
国
レ
ベ
ル
で
注
目
さ

れ
て
い
た
。 

　
全
市
民
か
ら
の
浄
財
と
市
補

助
金
を
資
金
に
、
少
年
国
体
、

地
域
育
成
協
議
会
で
の
活
躍
が

あ
る
。 

　
合
併
後
の
旧
町
村
に
副
会
長

を
立
て
、
地
域
ご
と
の
活
力
を

出
せ
る
方
策
を
早
急
に
立
て
る

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

 

答
え
　
平
成
十
六
年
度
に
市
町

村
合
併
を
見
据
え
て
副
会
長
の

定
数
を
三
人
以
内
と
規
約
改
正

さ
れ
、
十
八
年
度
に
現
行
の
二

人
以
内
と
な
っ
た
。
施
行
体
制

の
充
実
の
た
め
、
各
地
域
か
ら

の
選
出
常
任
理
事
を
四
人
か
ら

十
一
人
以
内
に
増
員
さ
れ
た
。 

　
今
後
の
役
員
体
制
は
、
時
々

の
状
況
を
踏
ま
え
て
適
正
に
見

直
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。 

問
い
　
公
の
施
設
を
第
３
セ
ク

タ
ー
等
が
管
理
運
営
す
る
「
指

定
管
理
」
が
期
間
満
了
と
な
る
。

二
巡
目
の
前
に
、
実
施
経
過
を

踏
ま
え
た
事
業
総
括
を
聞
く
。 

①
市
直
営
に
戻
す
施
設
が
あ
る

が
、
そ
の
理
由
と
職
員
へ
の
対

応
は
。
②
指
定
管
理
者
制
度
に

関
し
て
、
非
公
募
指
定
、
指
定

期
間
の
延
長
、
議
会
へ
の
事
業

評
価
提
示
等
の
指
針
を
改
定
し

て
は
ど
う
か
。 

答
え
　
制
度
上
の
効
果
は
充
分

あ
り
、
問
題
の
発
生
も
な
い
。 

①
あ
や
め
の
湯
は
、
利
用
率
向

上
に
反
す
る
赤
字
の
分
析
の
た

め
、
カ
リ
オ
ン
文
化
館
・
ホ
ー

ル
と
蕗
谷
虹
児
記
念
館
は
、
管

理
団
体
の
解
散
・
応
募
者
が
無

か
っ
た
た
め
に
直
営
と
す
る
。

職
員
の
雇
用
は
指
定
管
理
者
と

協
議
す
る
。
②
指
針
は
、
見
直

す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
す
。
公

募
の
例
外
や
期
間
延
長
は
、
必

要
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
専
門

家
を
要
し
て
評
価
の
検
証
を
し

て
み
た
い
。 

問
い
　
水
道
事
業
は
、
公
営
企

業
と
し
て
、
関
係
法
令
に
よ
り
、

市
民
の
安
全
安
心
の
水
を
供
給

し
て
き
た
。
公
営
企
業
と
し
て

の
重
要
性
を
一
層
拡
充
す
る
よ

う
求
め
る
。
①
水
道
事
業
の
基

本
理
念
と
労
使
協
約
を
ど
う
考

え
る
か
。
②
関
係
法
令
や
地
域

性
、
技
術
継
続
、
危
機
管
理
等

か
ら
事
業
委
託
は
問
題
あ
り
と

思
う
が
い
か
が
か
。 

答
え
　
①
水
道
法
の
「
清
浄
に

し
て
豊
富
低
廉
な
水
の
供
給
」

を
達
成
す
る
た
め
、
安
全
で
お

い
し
い
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
を
基
本
理
念
と
す
る
。

労
使
協
調
の
重
要
性
は
認
識
す

る
が
、
料
金
減
少
の
見
込
み
の

中
、
可
能
な
業
務
委
託
は
必
要

と
考
え
る
。
②
「
民
で
で
き
る

こ
と
は
民
で
」
が
持
論
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
事
な
も
の
は
職
員

が
き
ち
ん
と
守
る
こ
と
も
大
切
。

指
摘
の
部
分
は
、
収
益
を
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
根
本
的
問
題

を
含
め
、
改
め
て
精
査
し
た
い
。 

問
い
　
中
国
の
歴
史
書
「
十
八

史
略
」、
周
文
王
の
徳
治
政
治
、

こ
の
理
想
郷
、
理
想
社
会
を
目

指
し
た
の
が
か
つ
て
の
新
発
田

藩
。
そ
の
実
現
に
向
け
学
ん
だ

学
問
書
（
漢
籍
）
の
三
二
五
二

点
が
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
漢
籍
は
、
長
い
歴

史
の
中
で
先
哲
、
先
賢
が
経
世

済
民
の
学
と
し
て
書
き
残
し
た

も
の
。
新
発
田
藩
は
、
人
々
を

健
安
、
安
逸
な
ら
し
む
た
め
、

学
問
振
興
の
努
力
を
惜
し
ま
な

か
っ
た
。 

　
今
、
進
行
し
て
い
る
混
迷
し

た
社
会
状
況
の
打
開
に
、
こ
の

漢
籍
が
役
に
立
つ
よ
う
な
気
が

す
る
。 

　
そ
こ
で
、
先
人
が
学
ん
だ
藩

学
の
再
認
識
の
意
味
で
市
民
へ

更
な
る
開
示
を
し
て
は
ど
う
か
。

方
法
と
し
て
、
漢
籍
の
電
子
デ

ー
タ
化
（
保
存
）
、
漢
籍
の
現

代
訳
文
「
文
庫
」
の
取
り
揃
え
、

藩
学
コ
ー
ナ
ー
設
置
等
を
図
れ

な
い
か
。 

答
え
　
図
書
館
所
蔵
の
藩
政
・

藩
学
資
料
は
、
「
所
蔵
目
録
」

が
昭
和
三
十
四
年
、
四
十
九
年

に
刊
行
さ
れ
、
市
内
外
の
利
用

者
か
ら
申
請
を
受
け
、
書
庫
か

ら
取
り
出
し
て
閲
覧
で
き
る
。 

　
そ
の
後
、
東
京
大
学
の
調
査

で
「
新
発
田
市
立
図
書
館
漢
籍

分
類
目
録
」
が
作
成
さ
れ
、
現

在
は
、
京
都
大
学
で
そ
の
目
録

か
ら
漢
籍
を
デ
ー
タ
化
し
、「
全

国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
掲
載

に
向
け
作
業
を
進
め
て
い
る
。 

　
読
み
下
し
書
の
デ
ー
タ
化
は

今
後
、
検
討
し
た
い
。
漢
籍
の

現
代
語
訳
等
は
、
所
蔵
の
漢
学

資
料
を
解
読
す
る
た
め
に
も
揃

え
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

　
市
図
書
館
の
特
色
で
あ
る
藩

学
資
料
の
解
読
に
必
要
な
漢
文

注
釈
書
を
揃
え
、
閲
覧
、
展
示

や
学
習
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。 

　
ま
た
、
新
発
田
藩
学
の
漢
籍

を
、
次
代
を
担
う
小
学
生
に
伝

え
る
た
め
、
こ
ど
も
道
学
堂
事

業
等
や
日
本
語
教
育
で
取
り
組

み
た
い
。 

問
い
　
農
作
物
生
産
の
根
源
で

あ
る
加
治
川
水
系
に
お
け
る
用

水
に
お
い
て
、
天
候
が
不
十
分

で
不
安
定
な
環
境
の
中
、
現
在
、

農
家
が
輪
番
制
で
対
応
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。 

　
将
来
的
に
水
不
足
問
題
が
重

視
さ
れ
、
国
の
責
務
と
し
て
早

急
な
対
応
が
必
要
か
と
思
わ
れ

る
が
、
国
、
県
の
対
応
等
に
市

長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。 

　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
に
つ
い
て
、
現
在
、
畜
産
農

家
か
ら
の
搬
入
材
料
が
当
初
の

計
画
に
満
た
な
い
と
い
う
現
状

で
あ
る
。 

　
原
料
の
確
保
が
望
ま
れ
る
中
、

食
品
加
工
各
種
、
食
品
団
地
等

の
排
出
原
料
も
含
め
、
安
全
性

が
認
め
ら
れ
る
原
料
に
つ
い
て

は
、
畜
ふ
ん
と
同
様
の
搬
入
材

料
扱
い
と
し
、
堆
肥
生
産
拡
大

に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。 

答
え
　
平
成
十
九
年
度
か
ら
二

十
一
年
度
ま
で
、
国
営
事
業
と

し
て
の
技
術
的
、
経
済
的
妥
当

性
を
検
討
し
事
業
計
画
原
案
を

作
成
す
る
国
直
轄
の
地
区
調
査

が
着
手
さ
れ
て
い
る
。 

　
調
査
結
果
を
受
け
て
事
業
の

調
整
が
図
ら
れ
る
が
、
厳
し
い

農
業
や
経
済
の
情
勢
を
見
極
め

て
の
判
断
に
な
る
。 

　
市
は
、
農
業
用
水
の
確
保
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
事
業
化

に
向
け
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。 

　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
で
は
、

畜
ふ
ん
の
み
の
「
特
殊
肥
料
」

と
は
別
に
、
食
品
加
工
業
等
か

ら
の
調
理
く
ず
や
学
校
給
食
の

残
さ
等
を
原
料
に
「
生
ご
み
特

殊
肥
料
」
を
製
造
し
て
い
る
。 

　
生
ご
み
特
殊
肥
料
は
、
量
的

に
多
く
製
造
で
き
な
い
た
め
、

農
地
還
元
量
も
限
ら
れ
、
農
家

へ
の
周
知
も
進
ん
で
い
な
い
。 

　
食
品
関
連
産
業
が
比
較
的
多

い
当
市
に
は
、
調
理
く
ず
な
ど

は
肥
料
製
造
原
料
と
し
て
有
望

で
あ
り
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。 

　
今
後
、
調
理
く
ず
や
給
食
残

さ
な
ど
の
搬
入
量
を
増
や
し
、

利
用
促
進
と
製
造
増
加
の
た
め

の
ラ
イ
ン
変
更
な
ど
、
生
産
拡

大
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。 

問
い
　
西
行
法
師
は
「
願
わ
く

は
、
花
の
下
に
て
春
死
な
ん
、

そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
、
望
月
の
こ

ろ
」
と
歌
い
残
し
た
。
桜
は
日

本
を
代
表
す
る
花
で
あ
る
。 

　
大
峰
山
は
、
昭
和
九
年
国
指

定
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
。
桜
公
園
は
約
三
百
本
、
百

九
種
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。 

　
合
併
で
管
理
運
営
は
ど
う
な

る
か
。
地
域
の
で
き
る
こ
と
は

何
か
。
市
の
や
る
こ
と
は
何
か
。

い
い
方
法
は
。 

答
え
　
桜
公
園
は
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
に
伴
い
、

管
理
辞
退
の
申
し
出
が
あ
り
、

今
年
度
は
専
門
業
者
に
委
託
し
、

適
正
管
理
し
て
い
る
。 

　
公
園
管
理
は
、
共
創
の
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
そ
の
地

域
を
よ
く
知
る
地
元
住
民
に
管

理
を
お
願
い
し
、
難
し
い
場
合

は
、
専
門
業
者
へ
の
委
託
や
市

の
直
営
管
理
を
行
う
。 

　
地
域
力
を
活
か
し
た
管
理
が

大
事
で
あ
り
、
地
元
に
大
い
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。 

旧加治川村の桜公園の管理運営について 
２順目の指定管理者制度の総括と方針 
見直しについて 
公営水道事業の基本理念を求め安全・ 
安心な水道事業の推進をについて 

市青少年育成市民会議について 

政治、経済に必須の学問新発田藩学 
資料の保存と開示について 

「食料供給都市」について 

一 般 質 問

渋谷　正訓 大沼　長栄 入倉　直作 森田　国昭 

Ｑ
　
二
巡
目
の
指
定
管
理
を
前
に
指
針
を
改
定
し
て
は 

Ａ  

時
代
の
流
れ
に
即
し
、 

　
　
　
　
　
見
直
す
べ
き
は
見
直
し
た
い 

Ｑ 

公
営
企
業
と
し
て
水
道
事
業
の
重
要
性
を
拡
充
せ
よ 

Ａ  

重
要
性
は
認
識
す
る
が 

　
　
　
　
　
　
　
可
能
な
業
務
委
託
は
必
要 

Ｑ 

新
発
田
藩
の
学
問
書
「
漢
籍
」
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
保
存
や
藩
学
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を 

Ｑ
　
加
治
川
水
系
の
用
水
対
策
は
国
の
責
任
！ 

　
　
堆
肥
生
産
に
食
品
加
工
排
出
原
料
も
利
用
せ
よ
！ 

Ｑ
　
大
峰
山
の
桜
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の
か 

Ａ
　
地
域
力
を
活
か
し
た
管
理
が
大
事
と
考
え
る 

Ｑ
　
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
旧
町
村
ご
と
に 

　
　
　
　
　
　
地
域
活
力
を
出
せ
る
よ
う
な
方
策
を 

Ａ
　
充
分
な
議
論
の
中
で
役
員
体
制
が
見
直
さ
れ 

　
　
　
各
地
域
・
団
体
が
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る 

Ａ
　
京
都
大
学
で
目
録
の
デ
ー
タ
化
を
進
め
て
お
り
、 

　
　
　 

展
示
・
学
習
の
専
門
コ
ー
ナ
ー
も
検
討
し
た
い 

Ａ
　
国
に
用
水
対
策
の
事
業
化
を
要
望
し
て
い
く 

　
　
食
品
残
さ
等
の
有
望
な
資
源
を
生
産
拡
大
す
る 

大峰山の桜 

図書館に所蔵されている「漢籍」 

新発田温泉「あやめの湯」 

・
・ 



 

一 般 質 問

就職相談窓口 

一 般 質 問

 

問
い
　
社
会
教
育
施
設
の
公
民

館
、
図
書
館
、
博
物
館
。
公
民

館
の
み
無
料
化
さ
れ
て
い
な
い
。 

　
し
か
し
、
旧
町
村
は
、
公
民

館
活
動
や
体
育
施
設
利
用
を
文

化
芸
能
、
学
習
、
そ
し
て
各
種

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
大
事

に
し
た
。
無
料
化
が
文
化
活
動

を
醸
成
し
た
歴
史
が
あ
っ
た
。

旧
町
村
よ
り
都
市
は
財
政
力
が

あ
り
各
地
区
の
伝
統
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
残
す
事
が
課
題
で
あ

り
、
無
料
化
の
継
続
を
強
く
望

み
た
い
。 

答
え
　
現
行
の
地
区
公
民
館
で

は
、
合
併
調
整
に
よ
り
、
社
会

教
育
関
係
団
体
の
使
用
料
は
全

額
無
料
と
し
て
い
る
。
中
央
公

民
館
は
、
同
様
の
場
合
で
も
四

割
減
免
で
あ
る
。 

　
市
内
の
公
民
館
や
体
育
施
設

等
の
使
用
料
が
異
な
る
た
め
、

「
受
益
者
負
担
の
原
則
」「
使
用

料
算
定
方
法
の
明
確
化
」
を
基

本
に
見
直
し
た
結
果
、
四
割
減

免
に
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
。 

　
一
年
間
の
激
変
緩
和
措
置
を

設
け
、
料
金
改
定
を
行
う
。 

その他の質問事項：「消火栓の器具箱設置助成について」 
　　　　　　　　　「住宅リフォーム助成等について」 その他の質問事項：「保育行政について」 

問
い
　
①
今
年
度
、
生
産
調
整

未
達
成
面
積
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
踏
ま
え
て
、
未
達
成
農
家
に

対
す
る
見
解
と
そ
の
弊
害
を
伺

う
。
②
市
の
農
業
施
策
立
案
に

あ
た
っ
て
、
Ｊ
Ａ
北
越
後
、
農

業
委
員
会
、
土
地
改
良
区
、
各

地
域
の
農
家
組
合
等
と
個
別
か

つ
総
合
的
な
意
見
交
換
や
要
望

は
行
っ
て
き
た
の
か
。
③
食
の

循
環
と
言
う
が
、
そ
の
根
拠
を

成
す
食
料
自
給
率
と
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
稼
動
状
況
、
セ
ン
タ
ー

が
抱
え
る
課
題
は
。
④
特
別
栽

培
米
の
作
付
に
対
す
る
実
効
的

な
施
策
や
予
算
化
を
ど
う
考
え

る
の
か
。 

　
当
市
の
活
性
化
は
、
農
業
に

あ
り
と
い
う
観
点
で
質
問
を
し

た
。
立
派
な
県
立
病
院
や
城
の

復
元
、
駅
前
が
整
備
さ
れ
た
が
、

元
気
が
な
い
。 

　
新
発
田
の
成
り
立
ち
と
発
展

し
て
き
た
経
過
を
振
り
返
る
と

広
大
な
水
田
に
こ
そ
、
元
気
の

源
が
あ
る
と
考
え
る
。 

答
え
　
①
未
達
成
者
は
二
一
九

人
あ
り
、
主
食
用
米
の
需
給
情

勢
を
充
分
理
解
し
、
国
の
生
産

調
整
メ
リ
ッ
ト
対
策
の
活
用
に

よ
り
、
他
作
物
を
作
付
す
る
こ

と
で
農
地
の
有
効
活
用
と
所
得

確
保
に
向
け
て
取
り
組
む
。
未

達
成
に
よ
る
弊
害
は
、
達
成
農

家
の
配
分
に
不
利
益
は
な
い
。

②
農
業
施
策
の
立
案
や
事
業
の

実
施
を
協
議
す
る
た
め
に
三
つ

の
協
議
会
が
あ
る
。
米
の
計
画

的
生
産
の
推
進
、
担
い
手
育
成

と
農
業
経
営
安
定
、
地
消
地
産

の
推
進
な
ど
、
農
業
施
策
の
検

討
、
立
案
、
提
言
を
し
て
お
り
、

様
々
な
意
見
要
望
が
出
さ
れ
て

い
る
。
③
市
独
自
試
算
で
、
米

の
自
給
率
は
五
〇
〇
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
、
全

体
で
も
二
一
五

パ
ー
セ
ン
ト
で

食
料
供
給
基
地

と
し
て
充
分
高

い
数
値
。
有
機

資
源
セ
ン
タ
ー

は
計
画
の
六
五

パ
ー
セ
ン
ト
程

度
の
稼
働
率
。
堆
肥
原
料
と
な

る
畜
ふ
ん
搬
入
量
が
増
え
な
い

こ
と
が
課
題
。
④
特
別
栽
培
米

作
付
は
、
県
内
で
も
低
位
に
あ

り
更
な
る
取
組
み
推
進
が
必
要
。

関
係
の
協
議
会
か
ら
産
地
づ
く

り
交
付
金
と
し
て
一
〇
ア
ー
ル

あ
た
り
六
千
円
か
ら
八
千
円
を

支
援
す
る
。 

問
い
　
金
融
危
機
で
「
派
遣
切

り
」
が
広
が
っ
て
お
り
、
生
活

に
困
る
若
者
が
路
頭
に
迷
う
こ

と
の
な
い
よ
う
生
活
相
談
窓
口

を
設
け
、
必
要
な
場
合
に
は
、

生
活
保
護
の
申
請
を
。 

答
え
　
再
就
職
の
あ
っ
せ
ん
や
、

失
業
者
等
へ
の
職
業
訓
練
な
ど

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
が
相

談
窓
口
を
設
け
、
随
時
対
応
し

て
い
る
。
生
活
困
窮
者
の
自
立

支
援
は
、
社
会
福
祉
課
が
個
別

に
相
談
に
応
じ
、
子
ど
も
の
教

育
相
談
は
教
育
委
員
会
が
、
健

康
相
談
は
健
康
推
進
課
な
ど
、

失
業
者
だ
け
で
な
く
、
多
様
な

相
談
窓
口
で
市
民
の
相
談
に
応

じ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
社
会
福
祉
課
で
は
、

生
活
実
態
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

の
相
談
に
も
応
じ
、
生
活
保
護

法
に
基
づ
い
た
対
応
を
し
て
お

り
、
今
後
も
き
め
細
か
い
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。 

問
い
　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

上
水
道
第
五
期
拡
張
事
業
の
対

象
集
落
住
民
か
ら
、
十
年
位
前

に
陳
情
し
た
が
、
当
時
よ
り
戸

数
が
減
り
高
齢
化
世
帯
の
年
金

暮
ら
し
で
工
事
負
担
金
を
払
う

の
は
困
難
と
の
訴
え
が
あ
る
。 

　
市
長
あ
て
に
使
用
確
約
書
を

提
出
し
た
が
、
水
道
を
利
用
し

て
い
な
い
場
合
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ

は
あ
る
の
か
。
低
所
得
者
や
生

活
困
窮
者
に
は
、
一
定
の
基
準

で
補
助
を
受
け
ら
れ
る
制
度
の

創
設
を
。 

答
え
　
第
五
期
拡
張
事
業
は
、 

水
道
料
金
、
加
入
金
、
国
庫
補

助
、
借
入
金
な
ど
多
額
な
資
金

を
投
入
し
て
実
施
し
、
原
則
全

戸
加
入
を
前
提
に
開
始
し
た
。 

　
低
い
つ
な
ぎ
込
み
率
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
確
約
書
は
、

一
日
も
早
く
上
水
道
に
切
替
え

て
も
ら
う
た
め
の
も
の
。
ペ
ナ

ル
テ
ィ
は
な
い
が
、
早
期
加
入

を
し
て
も
ら
い
た
い
。 

　
補
助
制
度
は
、
水
道
料
金
等

を
原
資
と
す
る
公
営
企
業
で
あ

る
水
道
事
業
に
な
じ
ま
な
い
。 

問
い
　
未
曾
有
の
経
済
危
機
の

下
、
来
年
度
予
算
は
難
し
い
編

成
を
迫
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
困
難
な
時
局
に
あ
っ
て
、

市
長
は
新
発
田
市
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
の
根
幹
を
為
す
農
業
に

つ
い
て
、
と
り
わ
け
「
米
作
り
」

を
中
心
と
し
た
農
家
や
、
農
村

地
域
や
、
水
田
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
思
い
入
れ
を
持
っ
て

政
策
立
案
し
、
予
算
編
成
を
行

う
の
か
を
問
う
。 

　
新
発
田
市
を
現
地
調
査
し
た

東
海
大
学
の
学
生
が
「
新
発
田

は
水
田
に
浮
か
ぶ
島
の
よ
う
な

ま
ち
」
と
表
現
し
た
が
、
市
の

歴
史
発
生
的
観
点
、
知
性
的
条

件
、
経
済
基
盤
等
を
的
確
に
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
市
長
が
、
減
反
に
苦
し
む
水

田
と
農
家
に
対
し
て
、
ど
ん
な

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
の
か
を

問
う
。 

答
え
　
近
年
の
農
業
・
農
村
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
農
業
の
基
盤
と

な
る
農
地
は
、
単
に
食
料
供
給

だ
け
で
な
く
、
水
源
の
か
ん
養
、

洪
水
の
防
止
な
ど
多
面
的
機
能

を
持
ち
、
田
園
景
観
の
保
全
と

形
成
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
。 

　
新
発
田
市
水
田
農
業
推
進
協

議
会
は
、
米
の
生
産
数
量
目
標

を
増
配
分
し
、
環
境
保
全
型
農

業
へ
の
誘
導
と
担
い
手
の
育
成

を
図
り
、
農
地
の
環
境
保
全
と

有
効
活
用
を
推
進
し
て
い
る
。 

　
国
は
、
米
粉
や
飼
料
用
米
な

ど
の
作
付
拡
大
に
よ
り
農
地
の

有
効
活
用
を
図
り
、
耕
作
放
棄

地
の
再
生
利
用
農
業
者
等
に
交

付
金
を
交
付
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
制
度
、
対
策
を
周

知
し
、
農
地
保
全
と
有
効
利
用

を
推
進
し
、
農
村
地
域
の
景
観

保
全
と
形
成
に
努
め
た
い
。 

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
を
踏
ま

え
て
、
国
が
農
業
政
策
を
ど
う

変
革
す
る
か
で
あ
る
。
ほ
場
整

備
後
の
三
割
減
反
で
は
、
適
地

適
作
を
農
業
者
自
ら
が
考
え
る

べ
き
。
耕
作
放
棄
地
は
、
市
で

は
な
く
、
利
用
者
が
ど
う
活
用

す
る
か
が
重
要
と
考
え
る
。 

問
い
　
旧
豊
浦
町
に
は
都
市
計

画
法
に
よ
る
事
業
を
実
施
し
て

い
な
い
。
恩
恵
の
な
い
と
こ
ろ

か
ら
の
課
税
は
均
衡
と
公
平
性

に
欠
く
も
の
で
あ
る
。
経
済
危

機
や
風
評
被
害
に
弱
い
観
光
地
、

低
米
価
と
物
価
高
騰
に
泣
く
純

農
家
で
の
課
税
は
再
延
長
す
べ

き
。
課
税
の
場
合
、
環
境
や
活

性
化
策
を
講
じ
る
考
え
が
あ
る

の
か
。 

答
え
　
現
行
法
上
、
課
税
区
域

の
限
定
は
で
き
な
い
。
例
え
都

市
計
画
事
業
が
一
部
実
施
の
場

合
で
も
、
市
街
化
区
域
全
域
が

課
税
対
象
と
な
る
。 

　
豊
浦
地
域
の
都
市
計
画
税
は
、

合
併
特
例
法
の
経
過
措
置
も
含

め
、
法
で
認
め
ら
れ
る
最
長
五

年
間
の
課
税
免
除
と
し
て
き
た
。

新
年
度
か
ら
の
課
税
を
理
解
し

て
欲
し
い
。 

　
公
共
下
水
道
事
業
等
を
都
市

計
画
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
月
岡
温
泉
足

湯
進
入
路
環
境
整
備
事
業
に
よ

り
市
道
美
装
化
工
事
を
行
っ
て

い
る
。 

都市計画税の徴収ついて 

公民館や体育施設等の使用料徴収について 

市の援護行政について 

水道行政（第５期拡張事業）について 
市の農業施策について 

来年度予算編成における重点課題へ 
の取り組みについて 

一 般 質 問

宮島　信人 佐藤　真澄 渋谷　恒介 宮村　幸男 

Ｑ
　
新
発
田
の
元
気
の
源
は
広
大
な
水
田
で
あ
り 

　
　
　  

市
の
活
性
化
に
は
農
業
施
策
が
重
要
で
あ
る 

Ａ
　
食
料
供
給
基
地
と
し
て
充
分
に
素
質
あ
り 

　
　
　
　
　
　
　
更
な
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る 

Ｑ
　
派
遣
切
り
で
若
者
が
路
頭
に
迷
う
こ
と
の
な
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
相
談
窓
口
を
設
け
て
は 

Ａ
　
各
所
で
様
々
な
相
談
に 

　
　
　
　
　
　
　 

き
め
細
か
く
応
じ
て
い
る 

Ｑ
　
上
水
道
拡
張
事
業
で
は
社
会
情
勢
か
ら
地
域
に
配
慮
を 

Ａ  

多
額
の
投
資
を
し
て
お
り
早
期
加
入
を
促
す
も
の 

Ｑ
　
来
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て 

　
　
ど
の
よ
う
な
思
い
入
れ
で
農
業
施
策
を
行
う
の
か 

Ｑ
　
旧
豊
浦
町
の
都
市
計
画
税
は
再
延
長
を 

Ａ  

既
に
法
定
の
課
税
免
除
措
置
は
最
大
限
活
用
済
み 

Ｑ 

地
区
公
民
館
活
動
の
発
展
に
は
使
用
料
無
料
の
継
続
を 

Ａ  

受
益
者
負
担
の
原
則
の
下
、減
免
率
を
市
内
統
一
に 

Ａ 

「
耕
畜
連
携
に
よ
る
農
畜
産
物
の
高
付
加
価
値
化
」な
ど 

　
　
　
　
　
を
重
点
施
策
と
し
、各
種
優
先
施
策
を
設
定 

「水田に浮かぶ島のよう」と評された新発田市 

就職相談窓口 



 
一 般 質 問

就職相談窓口 

一 般 質 問
 

問
い
　
社
会
教
育
施
設
の
公
民

館
、
図
書
館
、
博
物
館
。
公
民

館
の
み
無
料
化
さ
れ
て
い
な
い
。 

　
し
か
し
、
旧
町
村
は
、
公
民

館
活
動
や
体
育
施
設
利
用
を
文

化
芸
能
、
学
習
、
そ
し
て
各
種

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
大
事

に
し
た
。
無
料
化
が
文
化
活
動

を
醸
成
し
た
歴
史
が
あ
っ
た
。

旧
町
村
よ
り
都
市
は
財
政
力
が

あ
り
各
地
区
の
伝
統
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
残
す
事
が
課
題
で
あ

り
、
無
料
化
の
継
続
を
強
く
望

み
た
い
。 

答
え
　
現
行
の
地
区
公
民
館
で

は
、
合
併
調
整
に
よ
り
、
社
会

教
育
関
係
団
体
の
使
用
料
は
全

額
無
料
と
し
て
い
る
。
中
央
公

民
館
は
、
同
様
の
場
合
で
も
四

割
減
免
で
あ
る
。 

　
市
内
の
公
民
館
や
体
育
施
設

等
の
使
用
料
が
異
な
る
た
め
、

「
受
益
者
負
担
の
原
則
」「
使
用

料
算
定
方
法
の
明
確
化
」
を
基

本
に
見
直
し
た
結
果
、
四
割
減

免
に
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
。 

　
一
年
間
の
激
変
緩
和
措
置
を

設
け
、
料
金
改
定
を
行
う
。 

その他の質問事項：「消火栓の器具箱設置助成について」 
　　　　　　　　　「住宅リフォーム助成等について」 その他の質問事項：「保育行政について」 

問
い
　
①
今
年
度
、
生
産
調
整

未
達
成
面
積
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
踏
ま
え
て
、
未
達
成
農
家
に

対
す
る
見
解
と
そ
の
弊
害
を
伺

う
。
②
市
の
農
業
施
策
立
案
に

あ
た
っ
て
、
Ｊ
Ａ
北
越
後
、
農

業
委
員
会
、
土
地
改
良
区
、
各

地
域
の
農
家
組
合
等
と
個
別
か

つ
総
合
的
な
意
見
交
換
や
要
望

は
行
っ
て
き
た
の
か
。
③
食
の

循
環
と
言
う
が
、
そ
の
根
拠
を

成
す
食
料
自
給
率
と
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
稼
動
状
況
、
セ
ン
タ
ー

が
抱
え
る
課
題
は
。
④
特
別
栽

培
米
の
作
付
に
対
す
る
実
効
的

な
施
策
や
予
算
化
を
ど
う
考
え

る
の
か
。 

　
当
市
の
活
性
化
は
、
農
業
に

あ
り
と
い
う
観
点
で
質
問
を
し

た
。
立
派
な
県
立
病
院
や
城
の

復
元
、
駅
前
が
整
備
さ
れ
た
が
、

元
気
が
な
い
。 

　
新
発
田
の
成
り
立
ち
と
発
展

し
て
き
た
経
過
を
振
り
返
る
と

広
大
な
水
田
に
こ
そ
、
元
気
の

源
が
あ
る
と
考
え
る
。 

答
え
　
①
未
達
成
者
は
二
一
九

人
あ
り
、
主
食
用
米
の
需
給
情

勢
を
充
分
理
解
し
、
国
の
生
産

調
整
メ
リ
ッ
ト
対
策
の
活
用
に

よ
り
、
他
作
物
を
作
付
す
る
こ

と
で
農
地
の
有
効
活
用
と
所
得

確
保
に
向
け
て
取
り
組
む
。
未

達
成
に
よ
る
弊
害
は
、
達
成
農

家
の
配
分
に
不
利
益
は
な
い
。

②
農
業
施
策
の
立
案
や
事
業
の

実
施
を
協
議
す
る
た
め
に
三
つ

の
協
議
会
が
あ
る
。
米
の
計
画

的
生
産
の
推
進
、
担
い
手
育
成

と
農
業
経
営
安
定
、
地
消
地
産

の
推
進
な
ど
、
農
業
施
策
の
検

討
、
立
案
、
提
言
を
し
て
お
り
、

様
々
な
意
見
要
望
が
出
さ
れ
て

い
る
。
③
市
独
自
試
算
で
、
米

の
自
給
率
は
五
〇
〇
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
、
全

体
で
も
二
一
五

パ
ー
セ
ン
ト
で

食
料
供
給
基
地

と
し
て
充
分
高

い
数
値
。
有
機

資
源
セ
ン
タ
ー

は
計
画
の
六
五

パ
ー
セ
ン
ト
程

度
の
稼
働
率
。
堆
肥
原
料
と
な

る
畜
ふ
ん
搬
入
量
が
増
え
な
い

こ
と
が
課
題
。
④
特
別
栽
培
米

作
付
は
、
県
内
で
も
低
位
に
あ

り
更
な
る
取
組
み
推
進
が
必
要
。

関
係
の
協
議
会
か
ら
産
地
づ
く

り
交
付
金
と
し
て
一
〇
ア
ー
ル

あ
た
り
六
千
円
か
ら
八
千
円
を

支
援
す
る
。 

問
い
　
金
融
危
機
で
「
派
遣
切

り
」
が
広
が
っ
て
お
り
、
生
活

に
困
る
若
者
が
路
頭
に
迷
う
こ

と
の
な
い
よ
う
生
活
相
談
窓
口

を
設
け
、
必
要
な
場
合
に
は
、

生
活
保
護
の
申
請
を
。 

答
え
　
再
就
職
の
あ
っ
せ
ん
や
、

失
業
者
等
へ
の
職
業
訓
練
な
ど

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
が
相

談
窓
口
を
設
け
、
随
時
対
応
し

て
い
る
。
生
活
困
窮
者
の
自
立

支
援
は
、
社
会
福
祉
課
が
個
別

に
相
談
に
応
じ
、
子
ど
も
の
教

育
相
談
は
教
育
委
員
会
が
、
健

康
相
談
は
健
康
推
進
課
な
ど
、

失
業
者
だ
け
で
な
く
、
多
様
な

相
談
窓
口
で
市
民
の
相
談
に
応

じ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
社
会
福
祉
課
で
は
、

生
活
実
態
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

の
相
談
に
も
応
じ
、
生
活
保
護

法
に
基
づ
い
た
対
応
を
し
て
お

り
、
今
後
も
き
め
細
か
い
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。 

問
い
　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

上
水
道
第
五
期
拡
張
事
業
の
対

象
集
落
住
民
か
ら
、
十
年
位
前

に
陳
情
し
た
が
、
当
時
よ
り
戸

数
が
減
り
高
齢
化
世
帯
の
年
金

暮
ら
し
で
工
事
負
担
金
を
払
う

の
は
困
難
と
の
訴
え
が
あ
る
。 

　
市
長
あ
て
に
使
用
確
約
書
を

提
出
し
た
が
、
水
道
を
利
用
し

て
い
な
い
場
合
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ

は
あ
る
の
か
。
低
所
得
者
や
生

活
困
窮
者
に
は
、
一
定
の
基
準

で
補
助
を
受
け
ら
れ
る
制
度
の

創
設
を
。 

答
え
　
第
五
期
拡
張
事
業
は
、 

水
道
料
金
、
加
入
金
、
国
庫
補

助
、
借
入
金
な
ど
多
額
な
資
金

を
投
入
し
て
実
施
し
、
原
則
全

戸
加
入
を
前
提
に
開
始
し
た
。 

　
低
い
つ
な
ぎ
込
み
率
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
確
約
書
は
、

一
日
も
早
く
上
水
道
に
切
替
え

て
も
ら
う
た
め
の
も
の
。
ペ
ナ

ル
テ
ィ
は
な
い
が
、
早
期
加
入

を
し
て
も
ら
い
た
い
。 

　
補
助
制
度
は
、
水
道
料
金
等

を
原
資
と
す
る
公
営
企
業
で
あ

る
水
道
事
業
に
な
じ
ま
な
い
。 

問
い
　
未
曾
有
の
経
済
危
機
の

下
、
来
年
度
予
算
は
難
し
い
編

成
を
迫
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
困
難
な
時
局
に
あ
っ
て
、

市
長
は
新
発
田
市
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
の
根
幹
を
為
す
農
業
に

つ
い
て
、
と
り
わ
け
「
米
作
り
」

を
中
心
と
し
た
農
家
や
、
農
村

地
域
や
、
水
田
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
思
い
入
れ
を
持
っ
て

政
策
立
案
し
、
予
算
編
成
を
行

う
の
か
を
問
う
。 

　
新
発
田
市
を
現
地
調
査
し
た

東
海
大
学
の
学
生
が
「
新
発
田

は
水
田
に
浮
か
ぶ
島
の
よ
う
な

ま
ち
」
と
表
現
し
た
が
、
市
の

歴
史
発
生
的
観
点
、
知
性
的
条

件
、
経
済
基
盤
等
を
的
確
に
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
市
長
が
、
減
反
に
苦
し
む
水

田
と
農
家
に
対
し
て
、
ど
ん
な

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
の
か
を

問
う
。 

答
え
　
近
年
の
農
業
・
農
村
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
農
業
の
基
盤
と

な
る
農
地
は
、
単
に
食
料
供
給

だ
け
で
な
く
、
水
源
の
か
ん
養
、

洪
水
の
防
止
な
ど
多
面
的
機
能

を
持
ち
、
田
園
景
観
の
保
全
と

形
成
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
。 

　
新
発
田
市
水
田
農
業
推
進
協

議
会
は
、
米
の
生
産
数
量
目
標

を
増
配
分
し
、
環
境
保
全
型
農

業
へ
の
誘
導
と
担
い
手
の
育
成

を
図
り
、
農
地
の
環
境
保
全
と

有
効
活
用
を
推
進
し
て
い
る
。 

　
国
は
、
米
粉
や
飼
料
用
米
な

ど
の
作
付
拡
大
に
よ
り
農
地
の

有
効
活
用
を
図
り
、
耕
作
放
棄

地
の
再
生
利
用
農
業
者
等
に
交

付
金
を
交
付
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
制
度
、
対
策
を
周

知
し
、
農
地
保
全
と
有
効
利
用

を
推
進
し
、
農
村
地
域
の
景
観

保
全
と
形
成
に
努
め
た
い
。 

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
を
踏
ま

え
て
、
国
が
農
業
政
策
を
ど
う

変
革
す
る
か
で
あ
る
。
ほ
場
整

備
後
の
三
割
減
反
で
は
、
適
地

適
作
を
農
業
者
自
ら
が
考
え
る

べ
き
。
耕
作
放
棄
地
は
、
市
で

は
な
く
、
利
用
者
が
ど
う
活
用

す
る
か
が
重
要
と
考
え
る
。 

問
い
　
旧
豊
浦
町
に
は
都
市
計

画
法
に
よ
る
事
業
を
実
施
し
て

い
な
い
。
恩
恵
の
な
い
と
こ
ろ

か
ら
の
課
税
は
均
衡
と
公
平
性

に
欠
く
も
の
で
あ
る
。
経
済
危

機
や
風
評
被
害
に
弱
い
観
光
地
、

低
米
価
と
物
価
高
騰
に
泣
く
純

農
家
で
の
課
税
は
再
延
長
す
べ

き
。
課
税
の
場
合
、
環
境
や
活

性
化
策
を
講
じ
る
考
え
が
あ
る

の
か
。 

答
え
　
現
行
法
上
、
課
税
区
域

の
限
定
は
で
き
な
い
。
例
え
都

市
計
画
事
業
が
一
部
実
施
の
場

合
で
も
、
市
街
化
区
域
全
域
が

課
税
対
象
と
な
る
。 

　
豊
浦
地
域
の
都
市
計
画
税
は
、

合
併
特
例
法
の
経
過
措
置
も
含

め
、
法
で
認
め
ら
れ
る
最
長
五

年
間
の
課
税
免
除
と
し
て
き
た
。

新
年
度
か
ら
の
課
税
を
理
解
し

て
欲
し
い
。 

　
公
共
下
水
道
事
業
等
を
都
市

計
画
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
月
岡
温
泉
足

湯
進
入
路
環
境
整
備
事
業
に
よ

り
市
道
美
装
化
工
事
を
行
っ
て

い
る
。 

都市計画税の徴収ついて 

公民館や体育施設等の使用料徴収について 

市の援護行政について 

水道行政（第５期拡張事業）について 
市の農業施策について 

来年度予算編成における重点課題へ 
の取り組みについて 

一 般 質 問

宮島　信人 佐藤　真澄 渋谷　恒介 宮村　幸男 

Ｑ
　
新
発
田
の
元
気
の
源
は
広
大
な
水
田
で
あ
り 

　
　
　  

市
の
活
性
化
に
は
農
業
施
策
が
重
要
で
あ
る 

Ａ
　
食
料
供
給
基
地
と
し
て
充
分
に
素
質
あ
り 

　
　
　
　
　
　
　
更
な
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る 

Ｑ
　
派
遣
切
り
で
若
者
が
路
頭
に
迷
う
こ
と
の
な
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
相
談
窓
口
を
設
け
て
は 

Ａ
　
各
所
で
様
々
な
相
談
に 

　
　
　
　
　
　
　 

き
め
細
か
く
応
じ
て
い
る 

Ｑ
　
上
水
道
拡
張
事
業
で
は
社
会
情
勢
か
ら
地
域
に
配
慮
を 

Ａ  

多
額
の
投
資
を
し
て
お
り
早
期
加
入
を
促
す
も
の 

Ｑ
　
来
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て 

　
　
ど
の
よ
う
な
思
い
入
れ
で
農
業
施
策
を
行
う
の
か 

Ｑ
　
旧
豊
浦
町
の
都
市
計
画
税
は
再
延
長
を 

Ａ  

既
に
法
定
の
課
税
免
除
措
置
は
最
大
限
活
用
済
み 

Ｑ 

地
区
公
民
館
活
動
の
発
展
に
は
使
用
料
無
料
の
継
続
を 

Ａ  

受
益
者
負
担
の
原
則
の
下
、減
免
率
を
市
内
統
一
に 

Ａ 

「
耕
畜
連
携
に
よ
る
農
畜
産
物
の
高
付
加
価
値
化
」な
ど 

　
　
　
　
　
を
重
点
施
策
と
し
、各
種
優
先
施
策
を
設
定 

「水田に浮かぶ島のよう」と評された新発田市 

就職相談窓口 



 

一 般 質 問

老朽化した紫雲寺共同調理場 

一 般 質 問

 

問
い
　
行
政
評
価
制
度
に
お
け

る
諸
施
策
や
事
業
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
、
基

準
も
加
味
し
て
、
次
の
よ
う
に

見
直
し
て
は
ど
う
か
。 

　
事
業
主
体
（
市
、
地
域
住
民
、

両
者
の
協
働
）
に
よ
る
三
分
類
、

事
業
の
必
要
度
（
必
然
的
・
絶

対
的
か
、
選
択
的
・
相
対
的
か
）

に
よ
る
分
類
で
あ
る
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
の
目
指
す

道
が
市
民
に
理
解
さ
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。 

答
え
　
計
画
の
進
行
管
理
だ
け

で
な
く
、
行
政
評
価
自
体
も
毎

年
見
直
し
て
い
る
。 

　「
市
が
行
う
も
の
」「
市
と
地

域
が
協
働
で
行
う
も
の
」
「
地

域
が
行
う
も
の
」
「
実
施
し
な

い
も
の
」
の
四
分
類
と
民
間
で

出
来
る
も
の
は
民
間
で
、
外
部

委
託
な
ど
事
務
事
業
自
体
の
見

直
し
を
検
討
中
で
あ
る
。 

　
法
定
か
市
単
独
か
な
ど
の
任

意
性
分
析
を
行
い
、
各
事
業
の

重
要
度
、
必
要
度
を
見
直
し
て

行
政
評
価
し
て
い
る
。 

その他の質問事項：「中小零細企業への支援策について」 

問
い
　
「
平
成
二
十
年
度
新
発

田
市
の
教
育
」
の
中
で
学
校
給

食
事
業
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

施
設
設
備
の
保
守
整
備
や
学
校

給
食
物
資
に
関
す
る
会
議
の
具

体
的
な
内
容
と
は
。 

　
老
朽
化
し
た
紫
雲
寺
共
同
調

理
場
は
、
雨
漏
り
や
炊
飯
室
・

洗
浄
室
の
配
管
の
腐
食
と
ボ
イ

ラ
ー
の
故
障
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が

絶
え
ず
、
い
つ
給
食
作
り
に
支

障
を
き
た
す
か
分
か
ら
な
い
状

態
が
続
い
て
い
る
。 

　
給
食
を
受
託
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
こ
ろ
」 

は
、
紫
雲
寺
町
時
代
か
ら
地
場

産
の
食
材
を
多
く
取
り
入
れ
、

地
産
地
消
に
努
め
て
い
る
。 

　
「
安
心
・
安
全
」
な
給
食
作

り
が
出
来
る
環
境
整
備
を
早
急

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

　
今
後
の
見
通
し
は
。 

 

答
え
　
学
校
給
食
は
、
学
校
教

育
活
動
の
一
環
と
い
う
基
本
理

念
に
よ
り
事
業
を
進
め
て
い
る
。 

　
「
新
発
田
市
の
教
育
」
で
学

校
給
食
の
事
業
内
容
と
し
て
、

施
設
設
備
と
は
、
六
箇
所
の
共

同
調
理
場
、
八
箇
所
の
単
独
調 

理
場
の
施
設
改
修
及
び
調
理
機

器
等
の
保
守
、
備
品
・
消
耗
品

の
管
理
を
示
し
て
い
る
。 

　
会
議
は
、
十
二
人
の
栄
養
教

諭
等
と
年
六
回
の
献
立
作
成
に

係
る
会
議
、
食
材
等
物
資
選
定

会
議
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
嗜

好
調
査
や
給
食
指
導
計
画
策
定

に
係
る
会
議
等
が
主
な
も
の
。 

　
紫
雲
寺
共
同
調
理
場
は
、
建

築
後
四
十
年
近
く
経
過
し
た
施

設
で
あ
り
老
朽
化
が
著
し
い
。

　
他
に
も
、
建
築
後
か
な
り
の

年
数
が
経
過
し
、
調
理
業
務
に 

支
障
を
き
た
し
て
い
る
施
設
が

複
数
あ
り
、
整
備
が
必
要
な
状

況
に
あ
る
。 

　
施
設
設
備
の
老
朽
化
、
衛
生

管
理
基
準
、
児
童
生
徒
の
減
少
、

給
食
コ
ス
ト
の
適
正
化
等
に
対

応
し
、
食
育
推
進
の
視
点
を
加

え
た
「
学
校
給
食
調
理
場
再
編

整
備
計
画
」
を
検
討
し
て
い
る
。 

　
紫
雲
寺
共
同
調
理
場
の
具
体

的
な
建
設
時
期
は
明
言
で
き
な

い
が
、
早
急
に
整
備
が
必
要
な

こ
と
の
認
識
は
共
通
し
て
持
っ

て
い
る
。 

問
い
　
「
二
十
一
年
度
政
策
大

綱
」
に
関
し
て
、
世
界
的
経
済

不
況
を
背
景
に
、
三
位
一
体
改

革
、
地
方
経
済
の
疲
弊
に
よ
る

税
収
の
縮
減
な
ど
で
財
政
状
況

は
一
層
の
悪
化
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
が
、
次
年
度
予
算

編
成
に
お
け
る
歳
入
歳
出
の
予

想
、
歳
入
不
足
見
込
み
の
根
拠

と
対
応
を
伺
う
。 

答
え
　
概
算
要
求
段
階
の
一
般

会
計
歳
入
は
、
景
気
低
迷
に
よ

る
企
業
業
績
の
悪
化
や
新
年
度

の
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に

伴
い
市
税
が
六
億
四
千
万
円
減

少
し
、
地
方
交
付
税
が
三
億
五

千
万
円
減
少
す
る
見
込
み
。
近

年
に
な
い
厳
し
い
状
況
。
歳
出

は
、
職
員
の
退
職
手
当
や
公
債

費
が
増
加
し
、
前
年
に
比
べ
四
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
す
る
。 

　
二
十
七
億
六
百
万
円
が
不
足

で
、
事
業
の
優
先
度
、
緊
急
度
、

費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
徹
底

的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
を
図

り
、
本
予
算
要
求
を
行
い
た
い
。 

問
い
　「
中
心
市
街
地
の
整
備
」

に
関
し
、
駅
の
橋
上
化
構
想
へ

の
対
応
、
県
立
病
院
跡
地
の
利

用
整
備
構
想
と
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
伺
う
。（
他
に
子
育
て

支
援
、
教
育
課
題
、
市
役
所
建

設
構
想
な
ど
に
つ
い
て
） 

答
え
　
駅
利
用
者
や
駅
周
辺
の

住
民
か
ら
意
向
調
査
や
通
行
量

調
査
を
実
施
し
た
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
と
東
西
間
交
流
の
促
進

に
向
け
計
画
策
定
を
進
め
た
い
。

整
備
手
法
や
実
施
時
期
は
、
税

収
が
非
常
に
厳
し
く
、
財
政
状

況
を
見
極
め
た
い
。 

　
県
立
病
院
跡
地
は
、
市
民
の

意
見
を
聞
き
、
今
年
度
中
に
整

備
構
想
を
作
成
し
、
新
年
度
か

ら
は
具
体
的
な
整
備
計
画
の
作

成
に
着
手
し
た
い
。 

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
は
、
新

た
な
行
動
計
画
策
定
に
向
け
、

教
育
課
題
は
、
検
討
委
員
会
か

ら
の
報
告
を
待
っ
て
、
市
庁
舎

建
設
は
、
庁
内
検
討
会
の
中
間

報
告
を
精
査
し
検
討
し
た
い
。 

問
い
　
①
他
市
の
取
り
組
み
状

況
は
。
②
当
市
は
、
健
診
五
回

ま
で
無
料
だ
が
、
十
四
回
ま
で

の
無
料
化
に
取
り
組
め
な
い
か
。

③
「
里
帰
り
出
産
」
は
適
用
で

き
な
い
か
。
④
安
心
し
て
出
産

が
で
き
る
た
め「
周
産
期
医
療
」、

妊
婦
の
救
命
救
急
体
制
の
現
状

と
課
題
を
伺
う
。 

答
え
　
①
県
内
で
十
四
回
健
診

が
一
市
、
五
回
が
十
四
市
な
ど
。

②
国
か
ら
公
費
負
担
拡
充
後
の

健
診
基
準
と
し
て
健
診
時
期
や

項
目
が
示
さ
れ
た
段
階
で
検
討

し
た
い
。
国
が
地
方
の
負
担
を

軽
減
す
れ
ば
、
市
は
精
一
杯
取

り
組
む
。
③
県
内
及
び
近
県
の

一
部
地
域
で
利
用
可
能
。
五
枚

の
受
診
券
を
里
帰
り
前
に
利
用

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
④
市

内
で
の
出
産
対
応
の
医
療
機
関

は
、
三
つ
の
開
業
医
と
県
立
新

発
田
病
院
で
、
開
業
医
で
は
か

か
り
つ
け
患
者
に
緊
急
事
態
が

あ
っ
た
場
合
に
、
対
応
で
き
な

い
場
合
は
県
立
病
院
に
紹
介
す

る
な
ど
周
産
期
救
急
に
対
応
で

き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。 

問
い
　
保
護
者
が
国
民
健
康
保

険
を
長
期
に
わ
た
る
滞
納
に
よ

り
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が

無
保
険
状
態
に
な
る
実
態
と
今

後
の
救
済
策
、
四
月
か
ら
国
民

健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
る
ま

で
、
市
内
の
子
ど
も
の
保
険
証

の
取
り
扱
い
を
伺
う
。 

　
ま
た
、
学
校
で
の
被
保
険
者

証
の
写
し
が
必
要
と
す
る
教
育

行
事
は
何
か
。
教
育
的
配
慮
に

つ
い
て
伺
う
。 

答
え
　
中
学
生
以
下
は
、
十
一

月
一
日
時
点
二
十
世
帯
三
十
四

人
に
資
格
証
明
書
を
交
付
。
就

学
前
児
童
に
は
、
短
期
証
を
交

付
。 

　
国
の
救
済
法
案
成
立
の
動
き

に
合
わ
せ
、
子
ど
も
を
資
格
証

明
書
交
付
対
象
外
と
す
る
方
向

で
作
業
を
進
め
て
い
る
。 

　
被
保
険
者
証
は
、
修
学
旅
行

な
ど
の
宿
泊
を
伴
う
学
校
行
事

の
際
に
必
要
と
す
る
が
、
写
し

を
封
筒
に
入
れ
封
印
す
る
な
ど

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮
し

て
い
る
。 

問
い
　
当
市
で
も
来
年
度
予
算

の
編
成
方
針
が
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

さ
ら
に
進
め
て
予
算
編
成
の

過
程
も
公
開
し
て
は
ど
う
か
。 

 

財
源
不
足
の
中
で
、
市
が
優

先
順
位
を
つ
け
て
予
算
案
を
つ

く
る
過
程
が
公
開
さ
れ
れ
ば
、

市
民
の
市
政
へ
の
関
心
が
大
き

く
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。 

答
え
　
予
算
編
成
過
程
の
公
開

は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
政
策

大
綱
を
公
開
し
て
お
り
、
今
年

十
一
月
か
ら
予
算
編
成
方
針
に

つ
い
て
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
し
た
。 

　
今
後
も
、
県
内
他
市
の
状
況

も
見
極
め
、
公
開
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
公
開
で

き
る
か
を
検
討
し
、
出
来
る
だ

け
先
取
り
し
て
い
き
た
い
。 

　教えて「子どもの無保険」とは… 
　国民健康保険（国保）の保険料を滞納したため
保険証の交付を受けられない世帯の
子どもがいます。子どもは「無保険」
状態となり、病院へかかる時は全額
負担を求められることになります。 

予算編成過程の公開を 

行政評価の見直しを 

14回分の妊婦健診の無料化を 

無保険の子どもの取り扱いについて 

共同調理場（学校給食）の整備と 
食育について 

「平成21年度政策大綱」について 

一 般 質 問

比企　広正 渡部　良一 高橋　幸子 青木　泰俊 

Ｑ
　
紫
雲
寺
共
同
調
理
場
の
建
設
計
画
は 

Ａ
　「
学
校
給
食
調
理
場
再
編
整
備
計
画
」で 

　
　
　
　
市
内
全
体
の
調
理
場
に
つ
い
て
検
討
中 

Ａ  

国
が
地
方
の
負
担
を
軽
く
す
れ
ば
可
能
で
は
な
い
か 

Ｑ
　
二
十
一
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
歳
入
歳
出
と
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
不
足
の
予
想
と
対
応
は 

Ａ  

歳
入
不
足
は
事
務
事
業
の
徹
底
的
な
見
直
し
で
対
応 

Ｑ
　
無
料
の
妊
婦
健
診
五
回
を
十
四
回
に
し
て
は 

Ａ  

国
の
救
済
策
の
動
向
に
合
わ
せ
て
作
業
を
進
め
る 

Ｑ
　
滞
納
等
に
よ
る
子
ど
も
の
無
保
険
状
態
に
救
済
を 

Ｑ
　
市
民
が
市
政
に
関
心
を
も
て
る
よ
う 

　
　
　
　
　
　
予
算
編
成
の
過
程
を
開
示
し
て
は 

Ａ
　
予
算
編
成
方
針
は
Ｈ
Ｐ
で
公
開
を
始
め
た 

Ｑ
　
行
政
評
価
に
新
た
な
視
点
や
基
準
を
加
味
し
て
は 

Ａ  

行
政
評
価
自
体
も
見
直
し
て
事
業
評
価
し
て
い
る 

Ｑ
　
駅
の
橋
上
化
構
想
へ
の
対
応
と 

　
　
　
　
　
県
立
病
院
跡
地
計
画
の
日
程
は 

Ａ  

状
況
を
見
極
め
整
備
計
画
の
策
定
を
進
め
た
い 

老朽化した紫雲寺共同調理場 



 
一 般 質 問

老朽化した紫雲寺共同調理場 

一 般 質 問

 

問
い
　
行
政
評
価
制
度
に
お
け

る
諸
施
策
や
事
業
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
、
基

準
も
加
味
し
て
、
次
の
よ
う
に

見
直
し
て
は
ど
う
か
。 

　
事
業
主
体
（
市
、
地
域
住
民
、

両
者
の
協
働
）
に
よ
る
三
分
類
、

事
業
の
必
要
度
（
必
然
的
・
絶

対
的
か
、
選
択
的
・
相
対
的
か
）

に
よ
る
分
類
で
あ
る
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
の
目
指
す

道
が
市
民
に
理
解
さ
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。 

答
え
　
計
画
の
進
行
管
理
だ
け

で
な
く
、
行
政
評
価
自
体
も
毎

年
見
直
し
て
い
る
。 

　「
市
が
行
う
も
の
」「
市
と
地

域
が
協
働
で
行
う
も
の
」
「
地

域
が
行
う
も
の
」
「
実
施
し
な

い
も
の
」
の
四
分
類
と
民
間
で

出
来
る
も
の
は
民
間
で
、
外
部

委
託
な
ど
事
務
事
業
自
体
の
見

直
し
を
検
討
中
で
あ
る
。 

　
法
定
か
市
単
独
か
な
ど
の
任

意
性
分
析
を
行
い
、
各
事
業
の

重
要
度
、
必
要
度
を
見
直
し
て

行
政
評
価
し
て
い
る
。 

その他の質問事項：「中小零細企業への支援策について」 

問
い
　
「
平
成
二
十
年
度
新
発

田
市
の
教
育
」
の
中
で
学
校
給

食
事
業
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

施
設
設
備
の
保
守
整
備
や
学
校

給
食
物
資
に
関
す
る
会
議
の
具

体
的
な
内
容
と
は
。 

　
老
朽
化
し
た
紫
雲
寺
共
同
調

理
場
は
、
雨
漏
り
や
炊
飯
室
・

洗
浄
室
の
配
管
の
腐
食
と
ボ
イ

ラ
ー
の
故
障
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が

絶
え
ず
、
い
つ
給
食
作
り
に
支

障
を
き
た
す
か
分
か
ら
な
い
状

態
が
続
い
て
い
る
。 

　
給
食
を
受
託
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
こ
ろ
」 

は
、
紫
雲
寺
町
時
代
か
ら
地
場

産
の
食
材
を
多
く
取
り
入
れ
、

地
産
地
消
に
努
め
て
い
る
。 

　
「
安
心
・
安
全
」
な
給
食
作

り
が
出
来
る
環
境
整
備
を
早
急

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

　
今
後
の
見
通
し
は
。 

 

答
え
　
学
校
給
食
は
、
学
校
教

育
活
動
の
一
環
と
い
う
基
本
理

念
に
よ
り
事
業
を
進
め
て
い
る
。 

　
「
新
発
田
市
の
教
育
」
で
学

校
給
食
の
事
業
内
容
と
し
て
、

施
設
設
備
と
は
、
六
箇
所
の
共

同
調
理
場
、
八
箇
所
の
単
独
調 

理
場
の
施
設
改
修
及
び
調
理
機

器
等
の
保
守
、
備
品
・
消
耗
品

の
管
理
を
示
し
て
い
る
。 

　
会
議
は
、
十
二
人
の
栄
養
教

諭
等
と
年
六
回
の
献
立
作
成
に

係
る
会
議
、
食
材
等
物
資
選
定

会
議
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
嗜

好
調
査
や
給
食
指
導
計
画
策
定

に
係
る
会
議
等
が
主
な
も
の
。 

　
紫
雲
寺
共
同
調
理
場
は
、
建

築
後
四
十
年
近
く
経
過
し
た
施

設
で
あ
り
老
朽
化
が
著
し
い
。

　
他
に
も
、
建
築
後
か
な
り
の

年
数
が
経
過
し
、
調
理
業
務
に 

支
障
を
き
た
し
て
い
る
施
設
が

複
数
あ
り
、
整
備
が
必
要
な
状

況
に
あ
る
。 

　
施
設
設
備
の
老
朽
化
、
衛
生

管
理
基
準
、
児
童
生
徒
の
減
少
、

給
食
コ
ス
ト
の
適
正
化
等
に
対

応
し
、
食
育
推
進
の
視
点
を
加

え
た
「
学
校
給
食
調
理
場
再
編

整
備
計
画
」
を
検
討
し
て
い
る
。 

　
紫
雲
寺
共
同
調
理
場
の
具
体

的
な
建
設
時
期
は
明
言
で
き
な

い
が
、
早
急
に
整
備
が
必
要
な

こ
と
の
認
識
は
共
通
し
て
持
っ

て
い
る
。 

問
い
　
「
二
十
一
年
度
政
策
大

綱
」
に
関
し
て
、
世
界
的
経
済

不
況
を
背
景
に
、
三
位
一
体
改

革
、
地
方
経
済
の
疲
弊
に
よ
る

税
収
の
縮
減
な
ど
で
財
政
状
況

は
一
層
の
悪
化
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
が
、
次
年
度
予
算

編
成
に
お
け
る
歳
入
歳
出
の
予

想
、
歳
入
不
足
見
込
み
の
根
拠

と
対
応
を
伺
う
。 

答
え
　
概
算
要
求
段
階
の
一
般

会
計
歳
入
は
、
景
気
低
迷
に
よ

る
企
業
業
績
の
悪
化
や
新
年
度

の
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に

伴
い
市
税
が
六
億
四
千
万
円
減

少
し
、
地
方
交
付
税
が
三
億
五

千
万
円
減
少
す
る
見
込
み
。
近

年
に
な
い
厳
し
い
状
況
。
歳
出

は
、
職
員
の
退
職
手
当
や
公
債

費
が
増
加
し
、
前
年
に
比
べ
四
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
す
る
。 

　
二
十
七
億
六
百
万
円
が
不
足

で
、
事
業
の
優
先
度
、
緊
急
度
、

費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
徹
底

的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
を
図

り
、
本
予
算
要
求
を
行
い
た
い
。 

問
い
　「
中
心
市
街
地
の
整
備
」

に
関
し
、
駅
の
橋
上
化
構
想
へ

の
対
応
、
県
立
病
院
跡
地
の
利

用
整
備
構
想
と
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
伺
う
。（
他
に
子
育
て

支
援
、
教
育
課
題
、
市
役
所
建

設
構
想
な
ど
に
つ
い
て
） 

答
え
　
駅
利
用
者
や
駅
周
辺
の

住
民
か
ら
意
向
調
査
や
通
行
量

調
査
を
実
施
し
た
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
と
東
西
間
交
流
の
促
進

に
向
け
計
画
策
定
を
進
め
た
い
。

整
備
手
法
や
実
施
時
期
は
、
税

収
が
非
常
に
厳
し
く
、
財
政
状

況
を
見
極
め
た
い
。 

　
県
立
病
院
跡
地
は
、
市
民
の

意
見
を
聞
き
、
今
年
度
中
に
整

備
構
想
を
作
成
し
、
新
年
度
か

ら
は
具
体
的
な
整
備
計
画
の
作

成
に
着
手
し
た
い
。 

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
は
、
新

た
な
行
動
計
画
策
定
に
向
け
、

教
育
課
題
は
、
検
討
委
員
会
か

ら
の
報
告
を
待
っ
て
、
市
庁
舎

建
設
は
、
庁
内
検
討
会
の
中
間

報
告
を
精
査
し
検
討
し
た
い
。 

問
い
　
①
他
市
の
取
り
組
み
状

況
は
。
②
当
市
は
、
健
診
五
回

ま
で
無
料
だ
が
、
十
四
回
ま
で

の
無
料
化
に
取
り
組
め
な
い
か
。

③
「
里
帰
り
出
産
」
は
適
用
で

き
な
い
か
。
④
安
心
し
て
出
産

が
で
き
る
た
め「
周
産
期
医
療
」、

妊
婦
の
救
命
救
急
体
制
の
現
状

と
課
題
を
伺
う
。 

答
え
　
①
県
内
で
十
四
回
健
診

が
一
市
、
五
回
が
十
四
市
な
ど
。

②
国
か
ら
公
費
負
担
拡
充
後
の

健
診
基
準
と
し
て
健
診
時
期
や

項
目
が
示
さ
れ
た
段
階
で
検
討

し
た
い
。
国
が
地
方
の
負
担
を

軽
減
す
れ
ば
、
市
は
精
一
杯
取

り
組
む
。
③
県
内
及
び
近
県
の

一
部
地
域
で
利
用
可
能
。
五
枚

の
受
診
券
を
里
帰
り
前
に
利
用

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
④
市

内
で
の
出
産
対
応
の
医
療
機
関

は
、
三
つ
の
開
業
医
と
県
立
新

発
田
病
院
で
、
開
業
医
で
は
か

か
り
つ
け
患
者
に
緊
急
事
態
が

あ
っ
た
場
合
に
、
対
応
で
き
な

い
場
合
は
県
立
病
院
に
紹
介
す

る
な
ど
周
産
期
救
急
に
対
応
で

き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。 

問
い
　
保
護
者
が
国
民
健
康
保

険
を
長
期
に
わ
た
る
滞
納
に
よ

り
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が

無
保
険
状
態
に
な
る
実
態
と
今

後
の
救
済
策
、
四
月
か
ら
国
民

健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
る
ま

で
、
市
内
の
子
ど
も
の
保
険
証

の
取
り
扱
い
を
伺
う
。 

　
ま
た
、
学
校
で
の
被
保
険
者

証
の
写
し
が
必
要
と
す
る
教
育

行
事
は
何
か
。
教
育
的
配
慮
に

つ
い
て
伺
う
。 

答
え
　
中
学
生
以
下
は
、
十
一

月
一
日
時
点
二
十
世
帯
三
十
四

人
に
資
格
証
明
書
を
交
付
。
就

学
前
児
童
に
は
、
短
期
証
を
交

付
。 

　
国
の
救
済
法
案
成
立
の
動
き

に
合
わ
せ
、
子
ど
も
を
資
格
証

明
書
交
付
対
象
外
と
す
る
方
向

で
作
業
を
進
め
て
い
る
。 

　
被
保
険
者
証
は
、
修
学
旅
行

な
ど
の
宿
泊
を
伴
う
学
校
行
事

の
際
に
必
要
と
す
る
が
、
写
し

を
封
筒
に
入
れ
封
印
す
る
な
ど

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮
し

て
い
る
。 

問
い
　
当
市
で
も
来
年
度
予
算

の
編
成
方
針
が
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

さ
ら
に
進
め
て
予
算
編
成
の

過
程
も
公
開
し
て
は
ど
う
か
。 

 

財
源
不
足
の
中
で
、
市
が
優

先
順
位
を
つ
け
て
予
算
案
を
つ

く
る
過
程
が
公
開
さ
れ
れ
ば
、

市
民
の
市
政
へ
の
関
心
が
大
き

く
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。 

答
え
　
予
算
編
成
過
程
の
公
開

は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
政
策

大
綱
を
公
開
し
て
お
り
、
今
年

十
一
月
か
ら
予
算
編
成
方
針
に

つ
い
て
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
し
た
。 

　
今
後
も
、
県
内
他
市
の
状
況

も
見
極
め
、
公
開
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
公
開
で

き
る
か
を
検
討
し
、
出
来
る
だ

け
先
取
り
し
て
い
き
た
い
。 

　教えて「子どもの無保険」とは… 
　国民健康保険（国保）の保険料を滞納したため
保険証の交付を受けられない世帯の
子どもがいます。子どもは「無保険」
状態となり、病院へかかる時は全額
負担を求められることになります。 

予算編成過程の公開を 

行政評価の見直しを 

14回分の妊婦健診の無料化を 

無保険の子どもの取り扱いについて 

共同調理場（学校給食）の整備と 
食育について 

「平成21年度政策大綱」について 

一 般 質 問

比企　広正 渡部　良一 高橋　幸子 青木　泰俊 

Ｑ
　
紫
雲
寺
共
同
調
理
場
の
建
設
計
画
は 

Ａ
　「
学
校
給
食
調
理
場
再
編
整
備
計
画
」で 

　
　
　
　
市
内
全
体
の
調
理
場
に
つ
い
て
検
討
中 

Ａ  

国
が
地
方
の
負
担
を
軽
く
す
れ
ば
可
能
で
は
な
い
か 

Ｑ
　
二
十
一
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
歳
入
歳
出
と
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
不
足
の
予
想
と
対
応
は 

Ａ  

歳
入
不
足
は
事
務
事
業
の
徹
底
的
な
見
直
し
で
対
応 

Ｑ
　
無
料
の
妊
婦
健
診
五
回
を
十
四
回
に
し
て
は 

Ａ  

国
の
救
済
策
の
動
向
に
合
わ
せ
て
作
業
を
進
め
る 

Ｑ
　
滞
納
等
に
よ
る
子
ど
も
の
無
保
険
状
態
に
救
済
を 

Ｑ
　
市
民
が
市
政
に
関
心
を
も
て
る
よ
う 

　
　
　
　
　
　
予
算
編
成
の
過
程
を
開
示
し
て
は 

Ａ
　
予
算
編
成
方
針
は
Ｈ
Ｐ
で
公
開
を
始
め
た 

Ｑ
　
行
政
評
価
に
新
た
な
視
点
や
基
準
を
加
味
し
て
は 

Ａ  

行
政
評
価
自
体
も
見
直
し
て
事
業
評
価
し
て
い
る 

Ｑ
　
駅
の
橋
上
化
構
想
へ
の
対
応
と 

　
　
　
　
　
県
立
病
院
跡
地
計
画
の
日
程
は 

Ａ  

状
況
を
見
極
め
整
備
計
画
の
策
定
を
進
め
た
い 

老朽化した紫雲寺共同調理場 



の提出 意見書
 
の提出 意見書
 

薬害Ｃ型肝炎・ウイルス性肝炎患者の 
救済に関する意見書 

　薬害Ｃ型肝炎・ウイルス性肝炎患者は命を失うも
のも多数おり高い医療費負担や生活に苦しみ、社会
差別・偏見を受け国の責任による救済を求めている。 
１．カルテがないＣ型肝炎患者についても、薬害Ｃ
型肝炎患者と認定し、「特措法」の適用による救
済を図ること。 
２．ウイルス性肝炎患者が最良の治療体制と安心し
て暮らせる環境を確保するため、障害者認定、障
害者年金制度の拡充をはじめとした医療費・生活
費の助成措置、インターフェロン治療費補助の改
善等の早期実現を図ること。 
３．専門的な治療体制の整備を図ること。 
４．早期発見、早期治療と肝炎患者に対する社会的
偏見、差別を解消するための啓発、相談支援の強
化を図ること。 
５．薬害再発防止策の構築を図ること。 
６．総合的な肝炎対策の根拠法となる肝炎対策基本
法を制定すること。 
（提出先）　衆議院議長　　参議院議長 
　　　　　　内閣総理大臣　　法 務 大 臣  
　　　　　　財 務 大 臣　　厚生労働大臣 

介護労働者の処遇改善をはじめ 
介護保険制度の改善を求める意見書 

　８年前に「介護の社会化」をスローガンにスター
トした介護保険制度は、現在深刻な問題を抱えている。 
　よって、３年毎の介護報酬の改定時期となる
2009年４月に向けて、介護労働者の処遇改善をは
じめ、介護保険制度の改善をはかるために、下記の
事項の実現を求めるものである。 
 

記 
 
１．介護報酬を引き上げ、介護労働者の処遇改善、
介護の人材確保を行うこと。 
２．利用者のサービス制限を取り止め、必要な介護
サービスの保障を行うこと。 
３．以上を実現するために、保険料や利用料の引き
上げではなく、介護保険に対する国の負担を大幅
に増やすこと。 
 
 
（提出先）　衆議院議長　　参議院議長 
　　　　　　内閣総理大臣　　総 務 大 臣 
　　　　　　厚生労働大臣 

ＷＴＯ農業交渉に関する意見書 

　自給率が著しく低いわが国にとって、食料増産を
通じた食料主権の確立はまさに国益そのものである。 
　ついては、生産者が将来に自信と希望を持って農
業を営めるよう、次の事項の実現について強く要望
いたします。 
１．１００％を超える農産物関税は対象品目数を厳
しく制限するとともに、食料純輸入国にのみ一方
的な犠牲を強いる上限関税は断固阻止すること。 
２．国内農業生産、地域経済の維持等に不可欠な米
麦、乳製品などの基幹品目を守るため、十分な数
の重要品目を確保すること。 
３．ミニマム・アクセス米は現在でも極めて過重な
負担となっており、重要品目の取り扱いについて
最大限の柔軟性を確保すること。 
４．輸入急増の影響に対処し得る特別セーフガード
（ＳＳＧ）の仕組みを堅持すること。 
 
 
（提出先）　衆議院議長　　参議院議長 
　　　　　　内閣総理大臣　　外 務 大 臣  
　　　　　　農林水産大臣　　経済産業大臣 

道路整備財源の確保等に関する意見書 

　移動手段の大半を自動車に依存している地域が多
く、高速道路など主要幹線道路のネットワークをはじめ、
防災対策や医療・通学など生活面においても、まだ
まだ道路整備は不十分である。さらに、道路の維持
管理は、今後老朽化した橋梁等において維持補修費
の増大が見込まれ、積雪寒冷地での冬期交通機能を
確保するため、除雪、防雪対策の強化が必要である。 
１．地方が必要とする道路整備が引き続き計画的に
実施できるよう、地方に配分されてきた３.４兆円以
上の額を確保し、地方税財源の充実強化を図ること。 
２．道路特定財源を構成している国税・地方税とも
に、暫定税率分も含めた現行税率を維持すること。 
３．政府が検討する新たな交付金は、従来の交付金
以上に地方の自由度を拡大する制度とすること。 
　また、地方道路整備臨時貸付金についても維持・
充実を図ること。 
 
（提出先）　衆議院議長　　参議院議長 
　　　　　　内閣総理大臣　　総 務 大 臣 
　　　　　　厚生労働大臣　　財 務 大 臣 
　　　　　　国土交通大臣　　経済財政政策担当大臣 

12月定例会では、
意見書４件を可
決。可決した意見
書は、内閣総理大
臣並びに関係大臣
等にそれぞれ送付
しました。 

意見書 

一 般 質 問一 般 質 問
 

問
い
　
金
融
危
機
に
よ
る
不
況

な
ど
で
、
市
内
の
中
小
零
細
企

業
は
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
負

債
額
一
千
万
円
以
上
の
倒
産
は
、

昨
年
七
件
、
今
年
は
十
一
月
ま

で
で
十
件
も
あ
る
。 

　
緊
急
対
策
と
し
て
、
制
度
融

資
の
拡
充
、
県
の
「
資
金
」
利

用
者
に
対
し
て
の
信
用
保
証
料

の
助
成
、
工
事
の
前
倒
し
発
注

な
ど
は
で
き
な
い
も
の
か
。 

    

答
え
　
県
が
緊
急
対
策
と
し
て

小
規
模
企
業
者
の
た
め
に
創
設

し
た
制
度
資
金
の
信
用
保
証
料

の
補
給
を
十
二
月
十
五
日
か
ら

実
施
す
る
。 

　
市
発
注
工
事
は
、
後
期
の
工

事
計
画
や
工
事
規
模
、
発
注
時

期
な
ど
を
見
直
し
な
が
ら
施
工

し
て
き
た
。
継
続
事
業
は
、
前

倒
し
発
注
、
小
規
模
工
事
の
早

期
発
注
を
検
討
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
国
・
県
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
、
迅
速
に
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。 

 

問
い
　
「
子
ど
も
の
無
保
険
」

が
全
国
的
な
問
題
と
な
り
、
短

期
保
険
証
を
発
行
す
る
自
治
体

が
増
え
た
。
九
月
議
会
の
市
長

答
弁
で
「
検
討
を
指
示
す
る
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
ど
う
検
討
し
た
の
か
。 

　
病
気
に
な
っ
て
も
医
者
に
か

か
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
児

童
福
祉
の
観
点
か
ら
も
、
今
す

ぐ
保
険
証
を
発
行
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
は
。 

 

答
え
　
小
中
学
生
を
資
格
証
明

書
交
付
対
象
か
ら
外
す
こ
と
を

念
頭
に
、
他
市
の
状
況
把
握
に

努
め
、
国
の
調
査
結
果
と
通
知

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
き
た
。 

　
新
潟
県
知
事
が
、
市
町
村
の

意
向
を
受
け
、
法
令
改
正
を
国

に
要
望
し
、
国
も
救
済
法
案
の

成
立
に
動
い
て
お
り
、
子
ど
も

の
保
険
証
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ

る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。 

　
市
も
こ
れ
に
沿
っ
て
作
業
を

進
め
て
い
る
。 

一問一答方式で 
一般質問・答弁を活発に 

　このたびの１２月定例会では、
「一問一答方式」を試行的に取
り組んでみました。 
　今までの「総括質問方式」と
同じく議員に与えられた時間は
答弁を含め４５分ですが、いく
つか改善したこの方式では活発
な議論が期待できます。 

今までの 「総括質問方式」 

そこで 

今回取り組んだ 「一問一答方式」 

　これまでの本会議での一般質問方式は下記のと
おりでした。  
● 議員が質問項目全てを一括して質問し、市長 
　 等は一括答弁 
● 質問回数は３回（初回、再質問、再々質問）  
　よって、質問に対して焦点が不明瞭なまま質疑
を終えるなど、活発な議論になりにくいなどの問
題がありました。 

　このたび取り組んだのは、下記のとおりです。  
● 質問の回数制限を廃止 
● ひとつの質問項目ごとに市長等の答弁 
● 納得がいくまで質問・答弁を繰り返す 
● 与えられた時間を有効活用するため、議長脇 
　 机に残時間を表示 
● 再質問からは、議論が活発にできるように市
長と対面する位置に質問者の席を設置  
　よって、議員と市長等の質問・答弁のやりとり
が分かりやすくなりました。 

市民の負託に今後も一層お答えするためにも議会改
革を推進していきます。 その他の質問事項： 「介護保険第四期計画について」 

 

市内の中小零細企業への 
緊急支援策について 
 こどもの「無保険」問題について 

一 般 質 問

加藤　和雄 

Ｑ  

深
刻
な
不
況
下
の
中
小
零
細
企
業
に 

　
　
　
　
　
　
緊
急
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
な
い
か 

Ａ  

新
た
な
制
度
資
金
に
対
す
る
支
援
を
実
施
す
る 

Ｑ  

「
子
ど
も
無
保
険
」は
児
童
福
祉
の
観
点
か
ら
も 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
す
ぐ
保
険
証
を
発
行
す
べ
き 

 

Ａ  

国
に
先
ん
じ
て
子
ど
も
の
た
め
に
作
業
を
進
め
る 



の提出 意見書
 
の提出 意見書
 

薬害Ｃ型肝炎・ウイルス性肝炎患者の 
救済に関する意見書 

　薬害Ｃ型肝炎・ウイルス性肝炎患者は命を失うも
のも多数おり高い医療費負担や生活に苦しみ、社会
差別・偏見を受け国の責任による救済を求めている。 
１．カルテがないＣ型肝炎患者についても、薬害Ｃ
型肝炎患者と認定し、「特措法」の適用による救
済を図ること。 
２．ウイルス性肝炎患者が最良の治療体制と安心し
て暮らせる環境を確保するため、障害者認定、障
害者年金制度の拡充をはじめとした医療費・生活
費の助成措置、インターフェロン治療費補助の改
善等の早期実現を図ること。 
３．専門的な治療体制の整備を図ること。 
４．早期発見、早期治療と肝炎患者に対する社会的
偏見、差別を解消するための啓発、相談支援の強
化を図ること。 
５．薬害再発防止策の構築を図ること。 
６．総合的な肝炎対策の根拠法となる肝炎対策基本
法を制定すること。 
（提出先）　衆議院議長　　参議院議長 
　　　　　　内閣総理大臣　　法 務 大 臣  
　　　　　　財 務 大 臣　　厚生労働大臣 

介護労働者の処遇改善をはじめ 
介護保険制度の改善を求める意見書 

　８年前に「介護の社会化」をスローガンにスター
トした介護保険制度は、現在深刻な問題を抱えている。 
　よって、３年毎の介護報酬の改定時期となる
2009年４月に向けて、介護労働者の処遇改善をは
じめ、介護保険制度の改善をはかるために、下記の
事項の実現を求めるものである。 
 

記 
 
１．介護報酬を引き上げ、介護労働者の処遇改善、
介護の人材確保を行うこと。 
２．利用者のサービス制限を取り止め、必要な介護
サービスの保障を行うこと。 
３．以上を実現するために、保険料や利用料の引き
上げではなく、介護保険に対する国の負担を大幅
に増やすこと。 
 
 
（提出先）　衆議院議長　　参議院議長 
　　　　　　内閣総理大臣　　総 務 大 臣 
　　　　　　厚生労働大臣 

ＷＴＯ農業交渉に関する意見書 

　自給率が著しく低いわが国にとって、食料増産を
通じた食料主権の確立はまさに国益そのものである。 
　ついては、生産者が将来に自信と希望を持って農
業を営めるよう、次の事項の実現について強く要望
いたします。 
１．１００％を超える農産物関税は対象品目数を厳
しく制限するとともに、食料純輸入国にのみ一方
的な犠牲を強いる上限関税は断固阻止すること。 
２．国内農業生産、地域経済の維持等に不可欠な米
麦、乳製品などの基幹品目を守るため、十分な数
の重要品目を確保すること。 
３．ミニマム・アクセス米は現在でも極めて過重な
負担となっており、重要品目の取り扱いについて
最大限の柔軟性を確保すること。 
４．輸入急増の影響に対処し得る特別セーフガード
（ＳＳＧ）の仕組みを堅持すること。 
 
 
（提出先）　衆議院議長　　参議院議長 
　　　　　　内閣総理大臣　　外 務 大 臣  
　　　　　　農林水産大臣　　経済産業大臣 

道路整備財源の確保等に関する意見書 

　移動手段の大半を自動車に依存している地域が多
く、高速道路など主要幹線道路のネットワークをはじめ、
防災対策や医療・通学など生活面においても、まだ
まだ道路整備は不十分である。さらに、道路の維持
管理は、今後老朽化した橋梁等において維持補修費
の増大が見込まれ、積雪寒冷地での冬期交通機能を
確保するため、除雪、防雪対策の強化が必要である。 
１．地方が必要とする道路整備が引き続き計画的に
実施できるよう、地方に配分されてきた３.４兆円以
上の額を確保し、地方税財源の充実強化を図ること。 
２．道路特定財源を構成している国税・地方税とも
に、暫定税率分も含めた現行税率を維持すること。 
３．政府が検討する新たな交付金は、従来の交付金
以上に地方の自由度を拡大する制度とすること。 
　また、地方道路整備臨時貸付金についても維持・
充実を図ること。 
 
（提出先）　衆議院議長　　参議院議長 
　　　　　　内閣総理大臣　　総 務 大 臣 
　　　　　　厚生労働大臣　　財 務 大 臣 
　　　　　　国土交通大臣　　経済財政政策担当大臣 

12月定例会では、
意見書４件を可
決。可決した意見
書は、内閣総理大
臣並びに関係大臣
等にそれぞれ送付
しました。 
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に
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。
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以
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、
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市
発
注
工
事
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の
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や
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、
発
注
時
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が
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・
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動
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を
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が
ら
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に
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い
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問
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「
子
ど
も
の
無
保
険
」

が
全
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的
な
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題
と
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り
、
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期
保
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を
発
行
す
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体
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会
の
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」

と
の
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と
で
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た
が
、
そ
の

後
、
ど
う
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し
た
の
か
。 

　
病
気
に
な
っ
て
も
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者
に
か

か
れ
な
い
こ
と
が
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い
よ
う
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童
福
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の
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か
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も
、
今
す
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を
発
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す
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き
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が
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は
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小
中
学
生
を
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書
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付
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か
ら
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す
こ
と
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市
の
状
況
把
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め
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国
の
調
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事
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、
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の

意
向
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法
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を
国

に
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、
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済
法
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の

成
立
に
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て
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り
、
子
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も

の
保
険
証
の
取
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扱
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る
環
境
が
整
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つ
つ
あ
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。 

　
市
も
こ
れ
に
沿
っ
て
作
業
を

進
め
て
い
る
。 

一問一答方式で 
一般質問・答弁を活発に 

　このたびの１２月定例会では、
「一問一答方式」を試行的に取
り組んでみました。 
　今までの「総括質問方式」と
同じく議員に与えられた時間は
答弁を含め４５分ですが、いく
つか改善したこの方式では活発
な議論が期待できます。 

今までの 「総括質問方式」 

そこで 

今回取り組んだ 「一問一答方式」 

　これまでの本会議での一般質問方式は下記のと
おりでした。  
● 議員が質問項目全てを一括して質問し、市長 
　 等は一括答弁 
● 質問回数は３回（初回、再質問、再々質問）  
　よって、質問に対して焦点が不明瞭なまま質疑
を終えるなど、活発な議論になりにくいなどの問
題がありました。 

　このたび取り組んだのは、下記のとおりです。  
● 質問の回数制限を廃止 
● ひとつの質問項目ごとに市長等の答弁 
● 納得がいくまで質問・答弁を繰り返す 
● 与えられた時間を有効活用するため、議長脇 
　 机に残時間を表示 
● 再質問からは、議論が活発にできるように市
長と対面する位置に質問者の席を設置  
　よって、議員と市長等の質問・答弁のやりとり
が分かりやすくなりました。 

市民の負託に今後も一層お答えするためにも議会改
革を推進していきます。 その他の質問事項： 「介護保険第四期計画について」 

 

市内の中小零細企業への 
緊急支援策について 
 こどもの「無保険」問題について 

一 般 質 問

加藤　和雄 

Ｑ  

深
刻
な
不
況
下
の
中
小
零
細
企
業
に 

　
　
　
　
　
　
緊
急
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
な
い
か 

Ａ  

新
た
な
制
度
資
金
に
対
す
る
支
援
を
実
施
す
る 

Ｑ  

「
子
ど
も
無
保
険
」は
児
童
福
祉
の
観
点
か
ら
も 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
す
ぐ
保
険
証
を
発
行
す
べ
き 

 

Ａ  

国
に
先
ん
じ
て
子
ど
も
の
た
め
に
作
業
を
進
め
る 
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産業経済常任委員会 総
務
常
任
委
員
会 

付
託
案
件
は
、
分
割
付
託
を
含
め
議
案
17
件
（
う
ち
陳
情
2
件
）、

ま
た
、
9
月
定
例
会
か
ら
の
継
続
審
査
の
陳
情
１
件
の
計
18
件
を

審
査
し
、
陳
情
3
件
は
不
採
択
、
他
議
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と

し
ま
し
た
。 

社会文教常任委員会 

委
員
長 

渋
谷 

恒
介 

建
設
常
任
委
員
会 

付
託
案
件
は
、
分
割
付
託
を
含
め
議
案
5
件
、
審
査
の
結
果
、

議
案
は
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。 

委
員
長 
井
畑 

隆
二 

委員長 佐藤 武男 

付託案件は、分割付託を含め議案19件（うち請願2件）、審査の結果、議案はすべて可決すべき
ものとしました。 

産業経済常任委員会 委員長 長谷川 健吉 
付託案件は、分割付託を含め議案11件（うち陳情1件）、審査の結果、陳情1件は不採択、他議案
は可決すべきものとしました。 

常任委員会 審査状況  常任委員会 審査状況  常任委員会 審査状況  

■
陳
情
に
つ
い
て 

　「
イ
ー
・
モ
バ
イ
ル
㈱
移
動
通
信
基
地
局
撤
去
に
関
す
る
陳
情
書
」

は
、
市
に
許
可
権
限
が
な
い
こ
と
、
実
害
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
不
採
択
と
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
住
民
の
電
磁
波
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
不
安
が
大
き
い

た
め
、
事
業
者
に
対
し
て
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
市
か

ら
引
き
続
き
申
入
れ
す
る
こ
と
や
、
今
後
、
こ
の
種
の
問
題
に
対
応

す
る
た
め
の
条
例
や
指
導
要
綱
等
の
策
定
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。 

■
条
例
制
定
に
つ
い
て 

　「
新
発
田
市
食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
は
、
画

期
的
な
条
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
育
基
本
法
と
の
関
連
、
食
育
と

知
育
・
徳
育
・
体
育
と
の
関
係
、
食
品
残
さ
に
対
す
る
事
業
者
責
任
、

食
の
土
台
で
あ
る
農
産
物
や
農
業
者
と
の
関
連
、
地
消
地
産
・
地
産

地
消
の
意
味
、
市
民
へ
の
啓
発
等
に
対
し
て
、
全
委
員
か
ら
慎
重
、

且
つ
前
向
き
な
質
疑
討
論
が
行
わ
れ
、
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。 

■
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
更
新
に
つ
い
て 

　「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
更
新
」
は
、
制

度
施
行
後
に
色
々
な
問
題
点
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
九
月
定

例
会
で
の
市
長
答
弁
を
踏
襲
し
、「
新
発
田
市
指
定
管
理
者
に
関
す
る

指
針
」
の
見
直
し
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
特
に
各
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
施
設
等
は
、
そ
の
性
質
上
、
契

約
年
数
の
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
他
自
治
体
と
の
比
較
検

討
も
含
め
て
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 
 

■請願について 
　「介護労働者の処遇改善をはじめ介護保険制度の改善を求める請願」、「Ｃ型肝炎被害者の救済に
関する意見書採択の請願」の請願2件は、委員全員の賛成で、願意妥当とし、採択すべきもの決し
ました。 
■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介） 
　「平成21年4月から子どもに短期被保険者証を交付する救済策が国会を通った。子どもの無保険
を解消したい。子どもの命に関わることだから、一時も早く短期証の発行をしようというものであ
る。今本会議の一般質問の市長答弁で『短期証の発行を2月1日にも行いたい』と回答があったが、
部長のまごころ対応としてどう響いたか聞きたい。新潟市は1月から出来て、なぜ新発田市は出来
ないのか」の質疑がありました。 
　これに対して、「市長から出来るだけ早く対応するように指示された。鋭意努力し、新潟市より
早く送付するようにしたい」と健康福祉部長から答弁がありました。 
　なお、新発田市では、短期被保険者証は12月16日付けで該当者に発送したとのことです。市長
や職員の早速の対応に対し感謝します。 
 

■議会発議の条例制定について 
　議会発議された「新発田市中小企業活性化推進基本条例」の審査では、一日も早く実行性が上が
ることを願って全委員の賛成で可決しました。 
■一般会計補正予算審査について（当委員会所管分の一部紹介） 
　西部工業団地の約1億3600万円補正内訳の質疑に、「新発田鍛工㈱と三幸製菓㈱に対する助成金、
トナミ機電工業㈱、㈲テクノサービス新潟、㈲新潟サンクリーンへの奨励金」との答弁がありました。 
　林道南部線の開通に伴う効果と維持管理についての質問に、「林道の施業道だが、利用価値が高
まるよう地元生産組合と話を詰める。維持管理補修費等は、県と協議して進める」と答弁がありま
した。 
　月岡温泉足湯駐車場整備での、駐車場の位置や台数等の質疑に、「足湯付近でホテル摩周、ホテ
ルひさご荘の側に約21台分」と答弁があり、その後、一般会計補正予算審査は全員賛成で可決し
ました。 
■陳情について 
　「紫雲の郷をめぐる怪文書問題と疑惑の真相究明を求める陳情書」審議は、㈱紫雲寺記念館の臨
時株主総会議決事項に沿って、既に処理が終了しているものであるとして不採択としました。 
 

■
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
（
当
委
員
会
所
管
分
の
一
部
紹
介
） 

　「
工
事
の
前
倒
し
発
注
に
つ
い
て
、
本
年
度
で
ま
だ
対
応
で
き
る
も

の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
市
民
要
望
に
対
応
で
き
る
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
の
質
疑
に
、
地
域
整
備
部
か
ら
は
、「
本
年
度
工
事

は
、
八
十
か
ら
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
進
捗
率
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま

た
、
限
ら
れ
た
職
員
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
本
年
度
工
事

の
前
倒
し
と
い
う
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。
現
在
、
新
年
度
予
算
の
単

独
費
の
中
で
前
倒
し
と
し
て
早
い
時
機
の
発
注
を
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
上
下
水
道
部
で
は
、「
入
札
制
度
改
革
に
よ
り
低
入
札
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
入
札
差
金
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
を
活
用
し
た
い
。

設
計
、
積
算
等
、
日
数
を
要
す
る
が
、
景
気
対
策
の
た
め
、
年
明
け

早
々
に
発
注
し
、
年
度
完
成
で
き
る
も
の
を
入
札
差
金
で
執
行
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
国
庫
債
務
負
担
行
為
で
あ
る
「
ゼ
ロ
国
」
の
活

用
を
図
る
た
め
、
年
度
内
発
注
で
き
る
よ
う
県
と
調
整
が
で
き
し
だ

い
二
月
議
会
で
予
算
計
上
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
そ
の
他
の
質
疑
、
討
論
を
終
結
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
に
つ
い
て
の
う
ち
当
委
員
会
所
管
分
の
審
査
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
る
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
当
委
員
会
が
付
託
を
受
け
た
そ
の
他
の
議
案
の
審
査
を

行
い
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。 
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設
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常
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員
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付
託
案
件
は
、
分
割
付
託
を
含
め
議
案
17
件
（
う
ち
陳
情
2
件
）、

ま
た
、
9
月
定
例
会
か
ら
の
継
続
審
査
の
陳
情
１
件
の
計
18
件
を

審
査
し
、
陳
情
3
件
は
不
採
択
、
他
議
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と

し
ま
し
た
。 

社会文教常任委員会 

委
員
長 

渋
谷 

恒
介 

建
設
常
任
委
員
会 

付
託
案
件
は
、
分
割
付
託
を
含
め
議
案
5
件
、
審
査
の
結
果
、

議
案
は
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。 

委
員
長 

井
畑 

隆
二 

委員長 佐藤 武男 

付託案件は、分割付託を含め議案19件（うち請願2件）、審査の結果、議案はすべて可決すべき
ものとしました。 

産業経済常任委員会 委員長 長谷川 健吉 
付託案件は、分割付託を含め議案11件（うち陳情1件）、審査の結果、陳情1件は不採択、他議案
は可決すべきものとしました。 

常任委員会 審査状況  常任委員会 審査状況  常任委員会 審査状況  

■
陳
情
に
つ
い
て 

　「
イ
ー
・
モ
バ
イ
ル
㈱
移
動
通
信
基
地
局
撤
去
に
関
す
る
陳
情
書
」

は
、
市
に
許
可
権
限
が
な
い
こ
と
、
実
害
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
不
採
択
と
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
住
民
の
電
磁
波
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
不
安
が
大
き
い

た
め
、
事
業
者
に
対
し
て
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
市
か

ら
引
き
続
き
申
入
れ
す
る
こ
と
や
、
今
後
、
こ
の
種
の
問
題
に
対
応

す
る
た
め
の
条
例
や
指
導
要
綱
等
の
策
定
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。 

■
条
例
制
定
に
つ
い
て 

　「
新
発
田
市
食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
は
、
画

期
的
な
条
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
育
基
本
法
と
の
関
連
、
食
育
と

知
育
・
徳
育
・
体
育
と
の
関
係
、
食
品
残
さ
に
対
す
る
事
業
者
責
任
、

食
の
土
台
で
あ
る
農
産
物
や
農
業
者
と
の
関
連
、
地
消
地
産
・
地
産

地
消
の
意
味
、
市
民
へ
の
啓
発
等
に
対
し
て
、
全
委
員
か
ら
慎
重
、

且
つ
前
向
き
な
質
疑
討
論
が
行
わ
れ
、
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。 

■
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
更
新
に
つ
い
て 

　「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
更
新
」
は
、
制

度
施
行
後
に
色
々
な
問
題
点
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
九
月
定

例
会
で
の
市
長
答
弁
を
踏
襲
し
、「
新
発
田
市
指
定
管
理
者
に
関
す
る

指
針
」
の
見
直
し
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
特
に
各
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
施
設
等
は
、
そ
の
性
質
上
、
契

約
年
数
の
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
他
自
治
体
と
の
比
較
検

討
も
含
め
て
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

 

■請願について 
　「介護労働者の処遇改善をはじめ介護保険制度の改善を求める請願」、「Ｃ型肝炎被害者の救済に
関する意見書採択の請願」の請願2件は、委員全員の賛成で、願意妥当とし、採択すべきもの決し
ました。 
■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介） 
　「平成21年4月から子どもに短期被保険者証を交付する救済策が国会を通った。子どもの無保険
を解消したい。子どもの命に関わることだから、一時も早く短期証の発行をしようというものであ
る。今本会議の一般質問の市長答弁で『短期証の発行を2月1日にも行いたい』と回答があったが、
部長のまごころ対応としてどう響いたか聞きたい。新潟市は1月から出来て、なぜ新発田市は出来
ないのか」の質疑がありました。 
　これに対して、「市長から出来るだけ早く対応するように指示された。鋭意努力し、新潟市より
早く送付するようにしたい」と健康福祉部長から答弁がありました。 
　なお、新発田市では、短期被保険者証は12月16日付けで該当者に発送したとのことです。市長
や職員の早速の対応に対し感謝します。 
 

■議会発議の条例制定について 
　議会発議された「新発田市中小企業活性化推進基本条例」の審査では、一日も早く実行性が上が
ることを願って全委員の賛成で可決しました。 
■一般会計補正予算審査について（当委員会所管分の一部紹介） 
　西部工業団地の約1億3600万円補正内訳の質疑に、「新発田鍛工㈱と三幸製菓㈱に対する助成金、
トナミ機電工業㈱、㈲テクノサービス新潟、㈲新潟サンクリーンへの奨励金」との答弁がありました。 
　林道南部線の開通に伴う効果と維持管理についての質問に、「林道の施業道だが、利用価値が高
まるよう地元生産組合と話を詰める。維持管理補修費等は、県と協議して進める」と答弁がありま
した。 
　月岡温泉足湯駐車場整備での、駐車場の位置や台数等の質疑に、「足湯付近でホテル摩周、ホテ
ルひさご荘の側に約21台分」と答弁があり、その後、一般会計補正予算審査は全員賛成で可決し
ました。 
■陳情について 
　「紫雲の郷をめぐる怪文書問題と疑惑の真相究明を求める陳情書」審議は、㈱紫雲寺記念館の臨
時株主総会議決事項に沿って、既に処理が終了しているものであるとして不採択としました。 
 

■
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
（
当
委
員
会
所
管
分
の
一
部
紹
介
） 

　「
工
事
の
前
倒
し
発
注
に
つ
い
て
、
本
年
度
で
ま
だ
対
応
で
き
る
も

の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
市
民
要
望
に
対
応
で
き
る
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
の
質
疑
に
、
地
域
整
備
部
か
ら
は
、「
本
年
度
工
事

は
、
八
十
か
ら
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
進
捗
率
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま

た
、
限
ら
れ
た
職
員
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
本
年
度
工
事

の
前
倒
し
と
い
う
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。
現
在
、
新
年
度
予
算
の
単

独
費
の
中
で
前
倒
し
と
し
て
早
い
時
機
の
発
注
を
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
上
下
水
道
部
で
は
、「
入
札
制
度
改
革
に
よ
り
低
入
札
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
入
札
差
金
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
を
活
用
し
た
い
。

設
計
、
積
算
等
、
日
数
を
要
す
る
が
、
景
気
対
策
の
た
め
、
年
明
け

早
々
に
発
注
し
、
年
度
完
成
で
き
る
も
の
を
入
札
差
金
で
執
行
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
国
庫
債
務
負
担
行
為
で
あ
る
「
ゼ
ロ
国
」
の
活

用
を
図
る
た
め
、
年
度
内
発
注
で
き
る
よ
う
県
と
調
整
が
で
き
し
だ

い
二
月
議
会
で
予
算
計
上
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
そ
の
他
の
質
疑
、
討
論
を
終
結
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
に
つ
い
て
の
う
ち
当
委
員
会
所
管
分
の
審
査
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
る
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
当
委
員
会
が
付
託
を
受
け
た
そ
の
他
の
議
案
の
審
査
を

行
い
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。 

 



獅子舞が園
児をガブリ！

 

園児園児はおみ
くじ引いてニ

ヤリ！ 

獅子舞が園
児をガブリ！

 

園児園児はおみ
くじ引いてニ

ヤリ！ 

獅子舞が園
児をガブリ！

 

園児はおみ
くじ引いてニ
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
さ
て
、
十
二
月
議
会
は
、
ア
メ
リ
カ

発
の
一
〇
〇
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
金

融
危
機
に
よ
る
景
気
低
迷
、「
派
遣
切

り
」
と
い
う
深
刻
な
事
態
の
進
行
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
十
七
議
員
の
一
般
質
問
の
う
ち
中
小

企
業
緊
急
支
援
対
策
を
四
議
員
、
定
額

給
付
金
に
つ
い
て
二
議
員
、「
派
遣
切

り
」
労
働
者
対
策
に
つ
い
て
一
議
員
が

取
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
市
独
自
の
緊
急
対
策
に
つ
い
て
の
答

弁
は
な
く
、
今
後
事
態
の
推
移
を
見
た

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
無
保
険
問
題
に

つ
い
て
二
議
員
が
質
問
、
そ
の
後
、
短

期
証
の
交
付
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
特
記
す
べ
き
は
、
議
員
発
議

の
「
中
小
企
業
活
性
化
推
進
基
本
条
例
」

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

条
例
が
精
神
規
定
に
終
ら
せ
な
い
よ
う

見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　〈
文
責
　
編
集
委
員 

佐
藤
　
真
澄
〉 

委 員 長 本間　道治 

副委員長 高橋　幸子 

委　　員 五十嵐　孝 

　 〃 稲垣富士雄 

　 〃 　 星野　幸雄 

　 〃 斎藤　　明 

　 〃  宮島　信人 

　 〃  巌　　昭夫 

　 〃 高橋　正春 

　 〃 宮野　昭平 

　 〃  佐藤　真澄 

本 市 議 会 

行政視察状況 

(11月～1月)

① 視 察 先 
② 視察内容 
 

　新発田市・聖籠町議員協議会は、両市町の全議員で構
成され、地域の課題解決や議員の研鑽を高めるため、研
修会や意見交換を行っています。 
　去る１１月２１日聖籠町において、新潟大学法学部 田
村 秀 教授を講師に招き、研修会を実施しました。 
　田村教授から、「地方自治の諸課題と地方議会の果たす
役割」と題して、「拡大する自治体格差」「地域振興の課
題」「地方議会の果たすべき役割」など、各地の事例を
交えての講演がありました。 
　「模索を続ける自治体で“勝ち組”と“負け組”が現れ
始めている」「ないものねだりでなく地域の素材で勝負を。
Ｂ級グルメで地域おこしを」と自治体で生き残り競争や
地域活性化戦術が始まっており、変貌する地方自治体に
あって、議会の果たす役割の重要性を強調し、全国各地
で議会改革が進められてきている現状の話がありました。 
　参加した議員からも質問が相次ぎ、議会改革の必要性
と議員の責任の重大性を改めて自覚していました。 

今
年
も
よ
ろ
し
く 

　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。 
謹
賀
新
年 

〈
議
席
番
号
順
〉 

議
　
長
　
二
階
堂
　 

　
　
馨 

副
議
長
　
渋
　
木
　 

武
　
衛 

議
　
員
　
井
　
畑
　 

隆
　
二 

　
　
　
　
渡
　
邊
　 
喜
　
夫 

　
　
　
　
　
　
橋
　 
幸
　
子 

　
　
　
　
長
谷
川
　 

健
　
吉 

　
　
　
　
稲
　
垣
　 

富
士
雄 

　
　
　
　
森
　
田
　 

国
　
昭 

　
　
　
　
本
　
間
　 

道
　
治 

　
　
　
　
五
十
嵐
　 

　
　
孝 

　
　
　
　
佐
　
藤
　 

真
　
澄 

　
　
　
　
加
　
藤
　 

和
　
雄 

　
　
　
　
宮
　
村
　 

幸
　
男 

　
　
　
　
比
　
企
　 

広
　
正 

　
　
　
　
宮
　
　
　 

善
　
男 

　
　
　
　
渋
　
谷
　 

正
　
訓 

　
　
　
　
　
　
橋
　 

正
　
春 

　
　
　
　
伊
　
藤
　 

　
　
久 

　
　
　
　
青
　
木
　 

泰
　
俊 

　
　
　
　
巌
　
　
　 

昭
　
夫 

　
　
　
　
宮
　
野
　 

昭
　
平 

　
　
　
　
入
　
倉
　 

直
　
作 

　
　
　
　
渡
　
部
　 

良
　
一 

　
　
　
　
大
　
沼
　 

長
　
栄 

　
　
　
　
渋
　
谷
　 

恒
　
介 

　
　
　
　
佐
　
藤
　 

武
　
男 

　
　
　
　
斎
　
藤
　 

　
　
明 

　
　
　
　
宮
　
島
　 

信
　
人 

　
　
　
　
中
　
村
　 

　
　
功 

　
　
　
　
星
　
野
　 

幸
　
雄 

市民の声 市民の声 
　
今
回
、
新
潟
大
学
の
授
業
の
関
係
で
、
初

め
て
議
会
（
建
設
常
任
委
員
会
）
を
傍
聴
し

ま
し
た
。 

　
私
は
、
新
発
田
市
の
者
で
は
な
い
の
で
、

具
体
的
な
場
所
等
は
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
議
員
の
方
や
市
役
所

の
方
の
白
熱
し
た
話
し
合
い
を
聞
い
て
い
た

ら
、
ま
る
で
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
つ

い
て
討
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
興
奮
を
覚
え

ま
し
た
。 

　
大
学
で
建
設
に
つ
い
て
学
ん
で
い
て
思
う

の
は
、
建
築
・
土
木
は
人
々
の
生
活
を
支
え

る
本
当
に
一
番
下
の
大
事
な
基
盤
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。 

　
物
質
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
面

も
豊
か
に
出
来
る
よ
う
な
都

市
基
盤
の
整
備
を
、
今
後
も

行
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

住吉保育園で 住吉保育園で 「新年おめでとうの集い」 「新年おめでとうの集い」 
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